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リヤド、 サウジアラビア 




慈悲 深く 慈愛 あまね きア ッ ラーの 御ぶ において 


「アツ ラー こそは、 7 層の 天と それと 同様の （7 層の） 
大地を、 創造され たお ホで ある。 

(アツ ラーの） 御 命令は それらの 間から 下って 来る。 
それに よって アツ ラーが 全能で あり、 

また ア ツ ラーの 御 知識が 全てを 確かに 包 巧 している ことを、 

あなたち に 分からせる ためで ある。」 

(離婚き が： 1 の 

「実に ムハンマドは、 1 人の 使徒に 過ぎない。 

彼な 前に も 使徒た ちが 死んで V 、ったの だ。 

もし 彼が 死め か、 または 殺されたり したら、 
あなたがたは （信仰から） 鍾を 返す のか。 

しかし 誰が 違を 返そうと も、 それは 少しも 
ア ツ ラーを 損な うこと はない。 

アツ ラーは る、 れに 感謝す る 者たち に 
報奨を お与えになる。」 

(イム ラーン 家 章 3 : 144) 
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本書は、 「真実を まめる 人へ」 と 題す る シリーズの 一部です。 
真実を おめ るを はいかなる をであって も、 私たちが どこから 来て、 
そして どこへ 巧こうと している のかを 知らなければ なりません。 本 
当に 真実は 存在す るので しょ うか？ それは どのような 形な のでし 
ょ うか？ それは どのよう にして 存 をす るので しょ うか？ 全ての 物 
事の 始まりは、 創造主で ある アッ ラーの が 許に こそ ありまず。 そし 
て かれ一つま り アッ ラ' 一一 を 最も 知っ ていたの が、 ムハンマド （鑛) 
1 だった のです。 おたらは 本書が アッ ラーの ご 煮 思と ともに、 この 
最も 重要な 謀 題に おける 簡潔な 入門 書と しての 役割を 果たす よう 
煩って います。 

ダー ゾ レッサ ラーム 社は、 この シリー ダを 新しい ムス リム 及び 
ムス リ ム ではない 方々 向けに、 非常にぶ 範な謀 題を なった バランス 
の 取れた 概説 書 として 企画し ました。 大き な 謀 題 と 取り組む とき も 
まず その 根本 や 基本を 学ぶ ことが 必要です。 そして そうする ことで 
得た ものは、 その後の 学習で も 常に 役立つ ことで しょう。 アッ ラー 
は そのを 典ク ルアー ンの 中で、 幾度 も おたちに か識を 求める よう 命 
じて おられ ますし 知 敬と 理解を もった 人々 に関して も 言及され て 
います。 今日では その 人が 誰かを 知る よりも、 その 人が 何を 持って 
いて 何を 提供で きる かが 間 題に されが ち でん また 真理を 愛する 人 
であるより かは、 世渡り 上手な 費い 人で ある こと が 重要視 されが も 


I アラビア 館で r サツ ラー ツ ラー フ •ア ライヒ •ワ サツ ラム J という 巧 扇の 首 ホで、 ムス リムは 
巧 さま ム ハン マ ドの ぶが さ 及され る 時に こうまう 事が 推 巧され てい まち その 意 巧は 「化に アジ 
ラーから のみ 祖と平 まわれ」 といった もので ナ。 
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です。 また 他人を 巧 解す る ことより、 いかに 彼らを 利用で きる かと 
いう 知識が あるかと いう ことが、 より 人の 尊敬を 巧き ます。 こうい 
う 時代の 中で、 弊社は 可能な 限りの 手段を がく して、 自らを 「真実 
を ホめ る 人」 と 見なす 人たち を 応援して 巧きたい のです。 

なお 本書 中で ク ルアー ンを 引用 するとき は、 常に その まの お 
称と その 番号、 かいで 節の 番号を 記 栽す るよう にしました。 


ダール ッ サラ ーム絡 責任を 
アブ ドル. マー リク. ム ジャー ヒド 
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アツ ラーとは、 真実に して 唯一の 崇挥 すべき が 象で あり 主で あ 
る存 をに 対する、 正しい おおです。 アツ ラーは 必然的に 自存され て 
いる お ホで あり、 その 最も 美しい 尊称 も かれの 様々 な 巧 的 属性を 
巧ら かにして います。 ク ルアー ン には 次のように 書ろ、 れ ています。 

イ カ、 れ こそは、 かれの 他に 祟 拝すべき ものがない とこ ろの 
アツ ラーで あられる。 全ての 所存#、 最も 神聖に して、 あ 
ら ゆる 欠点から 免れて いる お ホで あり、 平安の 源で あり、 
全ての 鋪造 物を 監視され ている お 方。 この 上な く 偉大で、 
全てが かれに 屈服し、 至上に ある お ホ。 （人々 が） る>れ と 
其に 揮して いるものとは 無縁の 髙き にある アツ ラーに こ 
そ 叢え あれ。 ろ ザ t こそは アツ ラーで あられる。 就 造 主で あ 
り、 全てを 無から 新り 出し あらゆる 形を 思いのままに 授 
けられる お 方。 最も 美い、 御 《はかれに 属する。 天地の 全 
てのもの はかれを 讚え る。 本当に ろ >れ は 偉力 ならびなく 英 
巧な お ホで あられる。^ (集合 章 煎： 2 も 24) 

アツ ラーは 唯一 不可分で、 他の 何ものに も 比しない お 方です。 
る>れ には子 孫 もな けれ も 配偶者 も 同格 者 もありません。 るづ^こそ 
が 宇宙の 唯一の 創造主で、 維持 者です。 かれの 本質は、 他の あら ゆ 
る 本黃と 異なって います。 カホ L が 何 かに 含まれる こと もなければ、 
る >れ の 中に 何 かが 含まれる こと もない のです。 「かれに 似た ものは 
存在し ない」 のです。 


r アツ ラーと その 巧ち を 觸& とは 巧 か マ 




mmmmmmmmmmMm 


寺 言え、 け、 れは アツ ラー、 唯一なる 御 おであられる。 ア 
ツ ラーは (他の 何を も 必要と せず） 自存され る お 方で ある。 
け ホ t は） 御 産みな さらない し、 御 産れ に なられた ので も 
ない。 そして かれに 比べ 得る、 何もの もない。」^ (純正 
き 112 : 1 —4) 



rm 


アツ ラーは、 この 世の 全ての 物事が その 御手に かかって いると 
ころの 創造主で あり、 全知全能の お ホで ず。 

i (かれ こそは） 天と地の 創造者で ある。 る ホ L が 何 かを か 
めら れる ときには、 それに 対して 「あれ。 J と 仰せに なら 
れる だけで、 それは たちまち 存 をす るので ある。^ (雌牛 
章 2 : 11 の 

また、 かれの 命令に 抵抗したり その 決定を 変更したり でき るを 
はありません。 力 >れ は 全てを 包む、 この 上ない 慈悲を 持った お 方で 
す。 
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^ 本当に わなた は、 慈悲 深いを の 中で も 最も 慈悲 深い お 
方です。 > (高 壁 ま 7 ; 151) 

また ク ルアー ン にはこう もあります。 

イ われの 慈悲は、 全ての ものに あまねく 及ぶ。） ^ (高 壁 章； 
156) 


かれは 全ての 巧い において 最も 英 
巧な お 方で あり、 全ての がみに おいて 公 
正な お ホです。 その 公正 さは、 何もの も 
その 枠から 遊離す る こと が 出来ない とこ 
ろの、 全 宇を の 秩序を 管理して います。 

ク ルアー ンに はこ うあります。 

< アツ ラーは、 かれの 化に 崇拝す ベ 
きい かなる もの もない ことを 立 話な され 
す こ。 天使たち も、 正義を 護る 知識を 授か 
った 者 もまた （それを 証言す る）。 偉力な 
ら びな く英 巧なる かの 他に、 崇拝す ベ 
きい かなる もの もない ので ある。^ (イ 
ム ラーン 家 章 3 : 18) 

誰も アツ ラーの 王権に おいて 何 かを 共有す る ことは ありませ 
ん。 アツ ラーは そこに おいて 援助を も 巧 役 も 必要と されず、 まして 
や 息子を 有する ことな どは あり ません。 

るづ^は7盾の天の上にある玉座におられますが、その形はるづ^ 
の 威厳に みさわし いものです。 ク ルアー ンに はこ うあります。 

イ 本当に あなたがたの 主は アツ ラーで あられる。 かれは 
6 日 問で 天と地を お削り になり 、それから 玉座に 座され た。 

ろ 作 L は 昼の 上に 夜を 覆わせ、 夜に 昼を 覆わせられる。 また 
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かれは 太瞭 、月、 群 星を、 命に 服 させられる。 ああ、 力、 れ 
こそは 創造し 統御され る 御 ホで はないれ 万有の ま アッラ 
一に 祝福 あれ。^ (高 壁 章 7: 5 が 


i かれは、 宽容に して 博愛なら びない 御 お 栄光に 満ちた、 
至高の 玉座の 主。 カホ J が 宵 望みの ことを、 遂行な される。 > 
(星座 章 5 : 14— 1 が 

ア ツ ラーは その 最後の 啓 典で ある クル アーン を、 最後の 預言者 
である ムハンマド （幾） に 啓示され ました。 それは 彼が イス ラーム 
の 教えを、 全人 類に 伝達させる がた めでした。 ク ルアー ン にはこう 
あります。 

令 言って やる がいい。 「人々 よ、 わたしは アツ ラーの 使徒 
として、 あなた ホ 全てに 遣わされた 者で ある。 天と地の 大 
権は、 かれの ものである。 カホ^の 他に 真に 崇拝すべき もの 
はなく、 る>れ こそは 生を 授け 死を 与える 御 方で わる。 だか 
らアツ ラーと、 ア ツ ラーと その 御言 葉を 信仰す る 文盲の 使 
徒で ある その 預言者を 信じ、 彼に 従う の だ。 そうすれ ばき 
っと あなたがたは 導かれる だろう。 J ^ (高 壁 草 7: 15 が 

威力 並びない ア ツ ラーには あ ら ゆる 高貴な 属性が あり、 また か 
れは あらゆる 欠点から 無 緑な お 方です。 ク ルアー ンに はこ う あり 
ます。 

i アツ ラーは かれの 他に 崇拝すべき ものが なく、 永生 か 
つ 自存され る 御 ホで ある。 まどろみ も 眠り も、 かれを とら 
える ことは ない。 かれに こそ 天地に ある 全ての ものが 属す 
る。 かれの お許しな く して、 誰が かれの 御 許で 執り成す こ 
とがで きよう 力 \ る ホ/は （人々 が 現在 も 未来 も ご存知で 
ある。 かれの 御意に 適った ことの 化、 彼らは その か谦 につ 
いて、 何も 会得す ると ころは ない ので ある。 るイ レの 玉座は 
天地を 覆って にがり、 この 2 つを ザって、 疲れ も 党 えられ 
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な レ、。 かれは 至高に して 至大で あられる。 > (雌牛き 2: 

255) 

アツ ラーは 主で あり、 谢造 主で あり、 主権者で あり、 全ての 執 
巧を です。 かれ こそ 真に 崇挥 すべき 存在で あり、 崇拝され ている そ 
の 他の 全ては 空虚な のです。 かか/は 単一に して 唯一で あり、 その 神 
性と 主 性、 美名と 属性に おいて 並ぶ ものの ない お 方で ち ク ルアー 
ン にはこう あります。 

i が ザ L は） 天と地、 また その 間にある 全てのまで あられ 
る。 だからろ づ X を 祟挥し ろ 却 L への 奉仕の ために 耐え忍ぶ 
の だ。 一体 あなたは、 かれに 匹敵す る 何 かを 知ってい ると 
いうの 力: I 。 ^ (マルヤ ム 章の： が） 

アツ ラーは 永続し 生命に 糧を おみえに なるお ホです。 かれは 
全知で、 秘密の もの も おわな もの も 大きな もの も 小さな もの も、 
全てを かりが くして おられます。 ク ルアー ン にはこう あります。 

i あなたがたが 言葉を がめ ていても、 また それを 露わに 
しても、 る >れ は 胸の 内を ご存知で ある。 かれが 自 ら 創造 さ 
れ たものを、 からない ことがあ ろうる ろ^れ は、 深奥を 理 
解し 通 焼な される。^ (大権 章が： 13 — M ) 

i (モー ゼ は） 言った。 「それに 関する 知識は、 書冊に 記 
さ れ ておの 主の 御 許に あります。 私の 主は 誤り を 犯す こと 
もな く、 忘れる こと もありません。」^ け 一 •ハー 章 20 : 

5 の 

またる イ t のか 識で とらえられな いものは なく、 静 なる もの も 勘 
いている もの も 力、 れ がご 存じで ない ことはありません。 

^ 地で あろうが 天であろう が、 ごく 微小な もので さえ あ 
なた の 主の ご存知で ない ものは ない。 また それより 小さい 
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もので も 大きい もので も、 つまびら かな 書冊に 記されない 

ことは ない。^ (ユー ヌス 章： 10 : 61) 

アツ ラー は その 慈恵が 全て を 包む、 最も 慈愛 遍 ねく 慈悲 深い 御 
方です。 る ホ > は 不正 や 巧 圧な どと いう ことから 遠く かけ 雕れ たと こ 
ろに あります。 

イ あなたの まは 誰も 不当に を われない。^ (洞窟 章 18 : が） 

\ アツ ラーは かし も 人間を をされ ない。 しかし 人間が 自 

らを 害する ので ある。^ (ユー ヌス章 10: 4 4 ) 

誰も、 アツ ラーが 何 かを 実行され る その お 力を く じく ことは 出 
来ません。 る、 れが 何 かを 欲される 時には、 ただ 「在れ」 と言われ 
れ ば、 それは 存在す るので す。 

イ天 にあり 地に ある 何もの も、 アツ ラーを くじく ことは 

出来ない ので ある。 本当に かれは 全知に して 全能で あられ 

る。 > 胤 造 者 章 ぉ： 44) 

また 天と地を 維持す る ことは、 るづ1にとって何の労を要するこ 
とで もありません。 

4( かれの 玉座は 天と地を 覆って 広がり、 この 2 つを 守っ 

て、 疲れ も 覚えられない。 ろ>れ は蔡髙 にして 至大で あられ 

る。」^ (雌牛ぎ 2 : ぉ 5) 

ろ >れ は 永遠に 生きられ、 自存され る お 方です。 るかは まどろみ 
や 眠りに 襲われる こと も あり ません。 また 天地の 王国は かれに 属し 
ます。 


^ 天と地の 大権は、 アツ ラーに 属する。 る >れ はお 望みの も 
のを 創造され る。 カホ t はお 望みの ものに 女 巧を 授け、 ま 
たお 望みの ものに 男児を 授けられる。 また 男と 女を 混ぜ 
(て 授け）、 お望みの ものを 不巧 になされ る。 実に かれ 
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は 全 かにして 強力で あられる。^ 湘談 をが： が一目 0) 

る>れ は 頭 わな もの も 不可視な もの も ご存知です。 生物は 皆アツ 
ラーに その 糧を 依存して おり、 アツ ラーは それら の 住家 も か 息 場 
巧 も 全て ご存知な の です。 

^ 実に アツ ラーに のみ、 （審判の） 時の 知識は 属する ので 

ある。 また 力 >れ は 慈雨を をら せられ、 胎内に ある ものを ご 

存知で ある。 だが （人間は） 誰も 明日 自分が 何を 稼ぐ かを 

知らず、 また 誰も 自夕が 何処で 死め かをから ない。 本当に 

アツ ラーは 全知に して 全てに 通 焼され ている。^ (ル クマ 

ーン章 31 : 34) 

る ホ^の 言葉は 最も 正しく、 またろ かは 最も 公正な 審判を 下し ま 
す。 

< あなたの まの 言葉は、 正しく 公正な 形で 完成され た。 > 

(家畜 章 6 : 115) 

アツ ラーは その 本 赁や鳳 住に おいて、 あらゆる 被 創造物から 高 
遠な ところに あります。 ク ルアー ン にはこう あります。 

< 実に アツ ラーは、 偉力 並ぶ 
ものな く 英明で あられる。 > (雌牛 
き 2 : 220) 

< かれは、 その しもべた ちの 
上に おられる 至髙 をで あり、 かれは 
英明で あり 全知で あられる。 > (家 
畜章 6 : 18) 

アツ ラーの みしる しは、 あらゆる 物の 中に 存在して います。 ク 
ノ レアー ンは その 多く の 箇所で、 私たちが それらの みしる しを 熟慮す 
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るよう、 注意を 唤 起して います。 そうする ことで 私た もが アツ ラー 
のま 性を 信じ、 かれの 御 許に 還り、 るの る > れを 崇拝す る ことへ と 導 
いて くれる のです。 

i (アツ ラーが） ± から あなたち （の 祖先で ある アダム） 

を 創ら れ たのは、 ろ寸 L のみ しるしの 一っで ある。 そして あ 
なた 方 人間は （地上に） 散開した。 また かれが あなた 方自 
身から、 あなたがた のために 配偶者を 創ら れ たの も 力 3 れ 
のみ しるしの 一" ：) である。 あなた ホは 彼女ら によって をら 
ぎを 得、 アツ ラ ーは あなた 方の 間にを 情と 慈悲の 念を 植え 
が けられた。 実に その 中には、 考え深い 者への みしる しが 
ある。 また 諸 天と 大地の 創造と、 あなたがたの 言語と 肌色 
の 相違は、 かれのみ しるしの 一っで ある。 そこに こそ 知を 
に とっての みしる しが ある。 






また かれが、 あなた ホが 巧に 眠り、 畳には （巧 動して） か 
れに 恩恵を ホめ る ことが 出来る ようにして くれたの も、 か 
れ のみ しるしの 一つで ある。 実に その 中には、 耳を 傾ける 
をへの みしる しが ある。 また かれが、 恐れと 希望の 稲光を 
あなた 方に 示され、 天から 雨を 降らせ、 旱 魅した 後の 大地 
を 磨ら せられる のは、 かれのみ しるしの 一つで ある。 実に 
そこに こも 思慮 あるを へのみ しるしが ある。 また 天と地 
が かれの 衛 命令に よって 巧ち 建てられ たのは、 かれのみ し 
る しの 一つで ある。 そこで かれが あなた ホに 一声 呼び掛け 
られれ ば、 あなたち はた もまち 大地から 引き出される。 天 
と 地に ある 全ての ものは、 かれに 属する。 全ての 存在は、 
力づ X に 従順に 仕えて いるの だ。^ (ビザ ン チン 章 30 : 20 
-26) 

< (アツ ラーは） あなた ホに 見える 柱 もな しに 諸 天を 創ら 
れ た。 そして 地上には しっかりと 山々 を 据えて、 あなたが 
たが 地上で 揺り動かされ ないよう じされ、 また そこに 様々 
な 動物を 散開 させられた。 また われら （アツ ラーの こと） 
は 天から 雨を 峰ら せ、 あらゆる 素晴らしい 雌雄の 植物 類を 
そこに 生育 させた。 これが アツ ラーの 倉 J 造で ある。 アツ ラ 
一が 外の もので 創造した ものが あれ も われに 示して みよ。 
実に 罪悪を たちは、 明らかな 迷いの 中に いる。^ (ル クマ 
ーン章 31 ; 10-11) 

i 実に アツ ラー こそが、 穀粧 や聖い 種子を 裂き 開く お 方 
である。 る ホ t は 死から 生を 引き出し、 また 生から 巧を 引 
き 出される。 それが アツ ラーで あるの だ。 それな のにな 
ぜ あなた ホは 背き 去る の 力、。 力、 れは巧 明けを 巧ち 開く 方 
であり、 また 巧を か 息の ために 割り当て、 太 賜と 月を 計 
算 のために 置かれた。 それが、 偉力 並びなく 全知で あら 
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れる ホの 摂理で ある。 そして かれ こそは、 あなた 方が 巧 
黒の 陸 や 海で も 導かれる がた めに、 あなた 方の ために 
星々 を 創ら れ た。 われら （アツ ラーの こと） は 知識 ある 
人々 に、 みしる しの 詳細を 明らかにした。 また かれ こそ 
は、 あなた ホを 1 人のを （アダム） から 創ら れ たおち で 
ある。 そして あなた 方には、 安住と 寄留の 場所が わる。 
実に われらは、 理解 ある 人々 にみ しるしの 詳細を 巧ら か 
にした。 また かれ こそは、 雨を 天から 降らす お ホで あ 
る。 われらは これを もって 全ての 植物を 芽生えさせ、 そ 
こから 緑を 茂らせ、 そして そこから 積み重なる 穀物 類を 
作り出す。 また ナツメ ヤシの 花序から はた わ わに 垂れ 下 
がった 房が なり、 また ブ ドウ、 オ リーブ、 ザ クロな ど、 
同種 異種の 果実から なる まが 園を 作り出す。 その 果実が 
結び、 そして 成熟す るのを 観察す るの だ。 実に そこに 
は、 信仰す る 人々 へのみ しるしが ある。^ (家畜き 6: 95 
-99) 


PHASES OF THE MOON AS SEEN FROM THE EARTH 
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また ア ツ ラーの 祟 高な 属性に おいて 比肩す る ものは あり ませ 
ん。 かれの 公正 さは 完全な ものであるので、 誰も かれから 不正を 
被る ことはありません。 また かれのし もべ にがす る 監査と 知識は 
完全です か ら 、彼ら の 巧い についても う >れ のか 識は 十全です。 

被 造 物が 行為を 起こす 前の 秘められた 意図で さえ、 常に かれ 
の 知識の 元に あるので す。 

4 実に かれは、 頭 わな もの も 秘められ たもの も ご存知で 
ある。 > (至 髙者章 87 : 7) 

i あなた （ムハンマド） が 何を する にしても、 また クル 
アーン のどの 部み を 読誦して いても、 また あなた ホが どん 
な 行いを しよ うと も、 あなた ホが それに 没頭して いる 最中、 
われら （アツ ラーの こと） は 必ず あなた ホの 証人で あるの 
た 天で あろうが 地であろう が、 塵 ほどの 重さの もので さ 
え も、 あなた （アツ ラー） のかから 免れる ものは ない。 そ 
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れよ り 小さい もので も、 大きい もので も、 明白な 書物の 中 
に （記されて） ない ものは ない ので ある。^ (ユー ヌス章 
10 : 61) 

i 幽玄 巧の 錯 はかれの 御 許に あり、 かれの 他に それを か 
るを はない。 かれは 陸と 海に ある 全ての ものを ご存知で あ 
る。 一 かの 木の 菓 でも、 かれが それを からずに 落ちる こと 
はない。 また 大地の 暗閣の 中の 一粒の 穀物で も、 湿って い 
る もので も 乾いて いるもの でも、 明瞭な 天の 書の 中に （記 
されて） ない ものは ない ので ある。^ (家畜 章 6: 59) 

i アツ ラーは 各々 の 女性が、 妊 振す ると ころの ものを ご 
存知で ある。 また かれは その 子宮が （妊娠 期間に おいて 通 
常より） 短縮され るか、 また 延長され るか も ご存知で ある。 
全ては かれの 御 許で、 をめ 測られて いるの た 力、 れは 幽玄 
巧 も 現象界 も 知って おられる 方た 偉大に して 至高の お ホ 
であられる。 あなた ホが 言菓を 潜めても 頭 わにしても、 あ 
るいは 夜に 潜んでも 昼に 巧 示しても、 同様な ので ある。^ 
(雷電 章 8-10) 





全ての 天啓 宗教 （ユダヤ教、 キリスト教、 イス ラームな ど） の 
啓 典の 源は 1 つです。 ク ルアー ンに はこ うわり ます。 

i (アツ ラーは） 真理を もって あなたに 啓 典を 下され、 そ 
れな 前にを 示された ものの 確証と された。 また 
トーラーと 福を を 下された。 （それらは） が 前の 人々 にと 
っての お導きで ちった が、 （今 かれは また 正道と 虚妄の） 

識別を お下しになる。 実に アツ ラーの みしる しを 偽りで あ 
ると する 者たち には、 厳い、 懲罰が ある。 アツ ラーは 偉力 
ならびなく、 応報の 主で あるの だ。^ (イム ラーンき 3: 

3, が 

アツ ラーは ただ 1 つの ことを 目的と して、 啓示を 下さ れま した。 
それは、 現世と 来世に おける 幸福へ と 導いて くれる 正しく 真っ 直 
ぐな 道へ と、 人々 を 誘うた めな のです。 つまり 至 巧の アジ ラーの 惟 
一 性を 認め、 かれのみ をイ バー ダ (崇拝） するとい うこと です。 ク 
ルアー ンに はこ う あり ます。 

i 実に この ク ルアー ン は、 正しい （道への） 導きで あり、 

また 善い行いを する 信仰者た ちに 偉大な 報奨の 吉報を 伝 
える の だ。^ 娘の 旅 草 I 7 : が 

i ラマ ダーンの 月 こそは、 人類の 導きと して、 また 導き 
と （正道と 迷妄の） 離別の 巧莊 として ク ルアー ンが 下され 
た 月で ある。^ (雌牛 章 2 : 18 が 


アツ ラーと その 巧ち を 讲& とは 巧 か マ 


m 



mmmMmwmmmmmmm 



ムハンマド （鑛） ^^^前の全ての預言をは、 それぞれの 民に 遣わ 
されました。 しかし ムハンマド （幾） だけは、 全人 類に 向けて 遣わ 
された のです。 

ク ルアー ン とは？ 

ク ルアー ンは アツ ラー の 御言 葉で あり、 それは 被 造 物で もな け 
れ ば、 被 造 物の 属 性で 表される もので もありません。 アツ ラーは 
ク ルアー ン を、 天使 ジブリール （ガブ リエ/レ） を 通しての 年間に 
渡り、 模 々な 出来事に 関して 段階 的に ムハンマド （幾） に 啓示した 
ものな のです。 

イ そして ク ルアー ン は、 あなた （ムハンマド） が ゆつ く 
りと 人々 に 読んで 聞かせる ために、 分割して 下した の だ。 
そして われら （アツ ラーの こと） は、 ク ルアー ンを （徐々 
に、 様々 な 出 ホ 事に 関連し ヴ 下す ので ある。^ (をのが 
章け： 10 が 

預言を ムハンマド （幾） は 彼に 啓示され たク ルアー ンの草 句を 
その 場で 暗記し、 それから ま た その 場で それを 教 友たち に 詠んで 聞 
る > せ ていました。 し るん 後に もク ルアー ンが 啓示され ると すぐ、 
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巧言を ムハンマド 
m ) は、 ムス リムが そ 
の 礼挥の 中で ク ルアー 
ンの 章句を 読誦す るよ 
うに 命じました。 また ア 
ツ ラーは、 ムス リムの 間 
じ靜 いが あっ たり した 
場合の 最終的な 判決と 
して、 ク ルアー ンを その 
基盤と する ことを 命じ 
ました。 

ク ルアー ンの 最終的な 形での 編篆 は、 多く の 暗誦 者が まだ 存命 
中であった 時期に 完遂され ま した。 

ア ツ ラーは、 ろ > れがク ルアー ンを 審判の 日 まで （改変の 手から） 
保護され る ことを 誓われて います。 ク ルアー ン にはこう あります。 

4 実に われら （アツ ラーの こと） こそは 訓戒 （ク ルアー 

ン） を 下し そして 必ず それを 守護す るので ある。^ (ア 

ル = ヒ ジュル 章 1 目： が 

こう して 今日で も ムス リムは、 一文字たり とも 追加され たり 削 
除され たり していない、 預言を ムハンマド （幾） の 時代に 読まれて 
いた ものと 何一つを わらない ク ルアー ンの テキス トを 蘇んで いる 
のです。 

巧言を ムハンマド （幾） な 前の 預言者た ちに 彼らの 真実性を 確 
かなもの とする ために 与えられた 奇跡と、 預言を ムハンマド （幾) 
にみ えられた 奇颇 との 違いは、 前者が 彼らの 存命中に 起こった のに 
対し 巧言を ムハンマド （幾） のを 跡で ある クル アーン は、 ジン （精 
盡） と 人間に 挑戦す る おで 復活の 日まで 有効ろ、 つ 維 続し 続ける とい 
うこと です。 ク ルアー ン にはこう あります。 


アツ ラーとその 巧* を 讲& とは 寬かマ 2 1 g 





i この ク ルアー ン は、 アッ ラーが 外の 何 かに よっても た 
ら される ような ものでは ない。 それ どころ かこれ は、 それ 
が 前の （諸 啓 典の） 確証で あり、 疑念の 余地 もない 、 万有 
の 主から 下された 馈を 典に 関す か 詳説な ので ある。 そ 
れ とも 彼ら （不信仰 者たち） は、 「彼 （ムハンマド） がそ 
れを 作った の だ。」 と言うの か？ （ムハンマドよ、） 言って 
やる がいい。 「それなら 一章 だけで もい いから、 それに 相 
当す る ものを 作って 持って来て みなさい。 そ して あなた ホ 
の 言葉が 真実なら ぱ、 アッ ラ ーが 外に あな たおを 助 ける こ 
との 出来る 援 巧者に 頼んで みなさい。」^ (ユー ヌス章 10 : 

37, 3 が 

を お 的な 法 • ク ルアー ン 

ク ルアー ン は、 イス ラーム 法 実践 上の 包括的 法 源です。 つまり 
そこには 法律を 始め、 またる 目的 や 道徳が) 教え、 信仰 お義 など、 全 
ての ムス リムが 遵守すべき ものが 含まれて いるので す。 イス ラーム 
法は ムス リムの みに 適した ものでは なく、 あらゆる 時代に おいて 人 
間 一般に 適した ものです。 イス ラーム 法は 主 及び、 人間を 含む 全 創 
造 物に 対 しての 备 人の 公的 • 私的 義務 行為を 規定す る ことによって、 
人間の ネ于 敷を 調整して いるので す。 
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「（クル アーン は） 最初は うんざりさせる かもしれ ない。 しか 
し 読み 続ける 内に あなたを 惹 きつけ、 驚 情 させ、 最後には 私たちを 
感嘆へ と 誘う。 その 手法は その 内容と 目的と あいまって 壮大 かつお 
烈 であるが、 時に その 中に 真の 祟髙 さを 見出す ことが 出来る。 ゆえ 
にこの 本は、 全 時代を 通じて その 影響力を 劾し 続けて いくの だろ 
う。」 （T. P . 比! が S の イス ラーム 辞典、 第 526 頁に 引用され たゲ 
ー テの 言葉） 

「（クル アーン は） 時間 的に も、 それ どころ る > 精神 上の 発展と 
いう 点から も 遠く お たった 読者の 巧に、 強烈で 一見 相反す るかに 見 
える ような 様々 な 感情を 及ぼす 作品で ある。 （また それは） それを 
精読す るに よって 抱く かも しれない ホ 盾感を 圧倒して しまう だけ 
でな く、 その 反 かする 感情を 驚 信と 感嚷 へと 変 おしてし まう。 この 
ような 作品は 実に 人間 精神の 素晴らしい 結実で あり、 また 人類の 将 
おを 熟考ず る 全て の 観察を に とって の 最大の 関む 事と いう 問題と 
なる に違いない。 J (T. P， 加 ges の イス ラーム 辞典、 第の 6 〜 527 
頁に 引用 された シュ タイ ン ガス 博 ± の 言葉） 

「この ク ルアー ン のよう な 文学作品は、 主観的 •審美的 趣味に 
よる 先入観に 巧され た ある 種の 原理を もって 推し量られる べきで 
はない のでは ないか。 それよりは むしろ、 ムハンマドの 同時代に 生 
きた 者たち やその 教 友ら の 巧に 及ぼした 効果で もって 判が される 
べきであろう。 それ一つまり 今日まで アラブ 人の 精神を 支配し 続け 
ている、 様々 で 深遠な 概念に 满 ちている ところの ク ルアー ンー が、 
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現を に 至る まで 互いに ネ目 対し 腐 給した 諸 要素を 1 つのが 巧で よく 
まとまった 形に 結ぴ つけ 続けて いる ほどの 強力 さ と 確信 性を もっ 
て 彼 （ムハンマド） の 言葉を 聰く 者たち のむ に 訴え かけて いたと す 
るなら ぱ、 その 雄弁 さは 完璧であった という ことになるだろう。 と 
いう の も それ こそが、 弦 蛮な 部族を 会から 1 つの 文 日月 国家を 創出し 
歴史の 古い カバーの 上に 1 本の 鮮やかで 新 しい 糸 をつ む L 、だの だか 
ら。」 （同上、 第 528 頁。） 

「近代的 知識を 導きと して それ （ク ルアー ン） に閱 する 完全な 
客観性を 追及した が究 は、 既に 何度も 折に 触れて 示した ように、 そ 
れら 2 つ （つまり ク ルアー ンと 近代的 知 厳） の 間に 何のず 盾 もない 
という 結論に 至つ も ム ハン マ ドの 時代の か識 レベルを 考 み すれ も 
当時の 人間が このような 発言を したとは 考えられないの である。 こ 
のよう な 見地は ク ルアー ンの 啓示の 独自性を 除 立たせ、 そして 同時 
に、 公正な 科学者た ちが 単なる 物質的 証明 による 說 巧す ら 不可能で 
ある ことを 認めざる をえない ところの 1 つの 要素な ので ある。」 （モ 
ー リス •ブ カイユ 『ク ルアー ンと 近代科学』 1981 年、 第 18 頁） 
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イス ラームに おいて、 イエス 賴 2 は 非常な 尊敬を をけ てい 
ます。 しかし その 一方で、 イス ラームは 彼の 神性、 または 彼が 神の 
御子で ある という 信仰な どを 受け入れる ことは あり ません。 こうい 
った 概念 や、 あるいは 神に 関しての 3* 一体 論、 または それが 精神 
的な も ので あれ 南 体 的な も ので あれ、 イエス が 巧の 具現で あるな ど 
という 考えは、 イス ラームでは 完全に 拒否され ています。 ク ルアー 
ン にはこう あります。 

令 啓 典の 民よ、 あなた ホの 宗教に おいて 一 蘇を 越す こと 
が あっては ならない。 また アツ ラーに 関し、 真実が 外を 
語って はならない。 マリヤの 子 メシア •イエスは、 アツ 
ラーの 使徒の 1 人に 過ぎない の だ。 （彼が マルヤ ムに授 
けられた かれ （アツ ラー） の 御言 葉で あり、 カホ^が 板 卽 
りに なられた 1 っの 魂な ので ある。 ゆえに アツ ラーと そ 
の （全ての） 使徒たち を 信じなさい。 そして 「 （神は） 3 
つ」 などと 言って はならない。 そのような ことは 止める 
の だ。 それ こそが あなた ホに とってよ いこと である。 実 
に アツ ラーは 唯一の 沖 性で あられる。 る>れ こそは 全てを 
超越され ている お 方で あると いうのに、 る>れ に 子が ある 
ことがあろう 力、。 天地に ある 全ての ものは、 アツ ラーに 
属する。 アツ ラー こそは 万全の 管理者で わられる。 メシ 
ア も、 また （アツ ラーの） お 傍に 侍る 天使たち も、 アツ 


2 アラビア おの 「ア ライヒ ツサ ラーム」 という 言葉で、 「化に 平 まあれ J といった を 
ホ でん 預言を やお 椒 こがす るが 巧の 言葉です。 
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ラーの しもべで ある こと を 軽ん じて 黯り 高ぶったり する 
ことは 斬 じて ない。 るづ X は 力、 れに 仕える ことを 瞎ん じて 
髙慢 である 者たち を、 力 >れ の 御 許に 集められる。^ (婦 
人 章 4 : 171, 17 の 

イ アツ ラーが こう 仰ら れた 時の ことを 思い起こ すの だ。 

「マリ ヤの子 イエスよ、 われが あなたと あなたの 巧: に 授け 
た、 われの 凰 恵を, 思い起こ すの だ。 われは 聖盡 によって あ 
なた を 強め、 接り 館の 中で も、 成人して から も 人々 に 語ら 
せる よう にした。 また われは 啓 典と 英知と 律法と 福音を あ 
なた に 教えた。 また あなたは われの 許しの 下に、 おで 鳥を 
お作り、 われの 許しの 下に、 これに 息吹して 鳥と した。 あ 
なた はまた われの 許しの 下に、 盲人と お （らい） 病患 者を 
嫌 した。 また あなたは われの 許 しの 下に、 死者を 遭 ら せた。 
また われは あなたが 巧 証を もって イスラエルの 子孫の 下 
に 赴いた 時、 かれらの 手を 制して 守って やった。 彼らの 中 
の 不信仰 者は、 『これは 明らかに 魔術に 過ぎない。』 と 言つ 
た。 


その 時 われら （アツ ラーの こと） は 彼の 弟子 達に た 
えて、 『われを 信じ わが 使徒を 信じなさい。』 と 言った。 彼 
らは 言った。 『私たちは 信じます。 ゆえに あなたは 、 私た 
ちが ムス リ ム である ことを 立証して ください。』」 

彼ら 弟子たち が、 こう 言った 時の ことを 思い起こせ。 

「マリ ヤの子 イエスよ、 あなたの 主は 私たちの ために、 （を 
ベ 物を 並べた） を 卓を 天から 御 下しになる ことが 出来る 
か？」 彼 （イエス） は 言った。 「あなた 方が 信仰者なら、 
アツ ラーを 畏れなさい。」 
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彼らは 言った。 「私たちは その （食卓） で 食べて、 安 
私 したいの だ。 また あなたの 言葉が 真実で ある こと を 知り、 
そして 私たちが その 莊 人になる ことを 望んで いるの だ。」 

マリヤの 子 イエスは （巧って） 言った。 「アツ ラー、 
私たちの 主よ、 私たちの ために （を 物を 並べが 食卓を 天 
から 御 下し 下さい。 それを もって 私たちへの 最 巧の、 また 
最後の 宴と し、 あなたからの みしる しとして 下さい。 そし 
て 私たちに 糧を お与え 下さ レ、。 本当に わなた こそは 最も 毎 
れた 養い 主です。 J 

アツ ラーは 仰ら れ た。 「実に われは、 それを あなた ホ 
に 下そう。 しかし その後に 及んで あなた 方の 中で 不信仰を 
犯す をが いれば、 われは 世の 誰に が して も 行わなかった よ 
う な懲 酌で 彼を 酌す るであろう。」 

また アツ ラーが このよう に 仰ら れた 時の ことを 思い 
化すの た 「マリヤの 子 イエスよ、 あなたは 人々 に 『アツ 
ラー だけでなく、 おとおの 母の こと も 神と して 崇めな さ 
い』 と 言った のか？ J 彼は 申し上げた。 「あなた こそは 全 
てを 超越され る お ホ。 私には 私に 権利の ない ことを、 言っ 
た りする 権利が あり ません。 も しおが それを 言って いたな 
らば、 必ず あなたは それを 知って おられます。 あなたは 私 
の 屯、 の 内を かって おられ ますが、 おはわな たの 御 ふ、 の 巧を 
知り ません。 実に あなたは 不可知の 領域を 熟 かなされ てい 
ます。 

私は あなたに 命じられ たこと、 『おのまで あり、 あな 
た 方の 主で あられる アツ ラーを 崇めなさい。』 という こと 
な 外は、 彼らに 何も 言って いません。 私が 彼らの 中に いた 
間 も 私は 彼らの 証人でした。 しかし あなたが おを 召喚 さ 
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れた 後は、 あなたが 彼らの 監視者で あり、 また あなたは 全 
ての ことの 立証 者で あられます。」 > (を 卓 草 5: 110 — 11 の 

また ク ルアー ンは 、イエス 炼锁 の 誕生に ついて な 下の よう 
じ 語って います。 

< また このを かの 中で （言及され た）、 マリヤ （の 物語を） 
について 話す の だ。 彼女が 家族から 身を 遠の け、 （エル サ 
レム か 東方に 引き 能った 時の こと。 

彼女は 彼らから 身を 巧って 隠した が、 その 時 われは 
わが 聖盡 （ガブリエル） を 彼女に 遣わした。 彼は 一人の な 
派な 人間の 姿で 彼女の 前に 現れた。 

彼女は 言った。 「あなたに かし、 慈悲 深き 御ち の 御 カロ 
護を がります。 もし あなたが 主を 畏れて おられるなら ぱ 
(私に 危害 を 加えないで 下さい)。」 

力 >れ は 言った。 「実に 私は、 清姊な 息子を あなたに 授 
ける （からせの） ために あなたの まから 遣わされた 使徒で 
ある。 J 


彼女は 言った。 「どうして 私に 子供が 出来ましょう？ 
ま だ 誰も 私に 触れた こ ともなく、 ま たおは 不貞な 女で もな 
いという のに。」 

力 >れ は 言った。 「このように （アツ ラーは お望みに な 
られ たの だ)。 あなたの まは 仰ら れ たの だ。 『それは われに 
とって 容易な ことで ある。 それは われが 彼 （マリヤの 子イ 
エス） を 人々 へのみ しるしと し、 また われからの 慈悲と す 
るた めな ので ある。 （これは 既に） アツ ラーが お定めに な 
られ たこと なの だ。』」 





こうして 彼女は 彼 （イエス） を 妊娠し、 遠い 場所に 
引き籠った。 

だが 陣痛が、 彼女を 1 本の ナツメ ヤシの 幹に 赴かせ 
た。 彼女は 言った。 「ああ、 こんな ことになる 前に 死んで 
しまったら よかった のに！ そして 忘れ去られて しまった 
ら よかった のに！」 

すると 彼女の 下 ホ か ら 彼女を こう 呼ぶ 声が わった。 

「悲しむ ことは ない。 あなたの 主は あなたの 足下に、 小川 
を 創ら れ た。 

そして ナツメ ヤシの 幹を、 あなたの ホに 揺らして み 
なさい。 新鮮で 完熟した ナツメ ヤシの 実が、 あなたの 下に 
落ちて くるだろう。 

(それらを） をべ、 かっ 飲み、 まぶの だ。 そしても 
し 誰かに 遭ったり したら、 こう 言う のた 『おは 慈悲 巧き 
おこ、 を 戒の替 いを しまし も ゆえに 今日は、 誰 ともお 話 
する こと がで き ません 』 J 

それから 彼女は、 彼 （イエス） を 抱いて 人々 の 元に 
房って 来た。 彼らは 言った。 「マリヤよ、 あなたは 何と 大 
あな ことを して くれたの か！ 

アーロンの （血族の） 姉妹よ、 あなたの 父は 悪い 人 
ではなかった し、 あなたの 母親 も 不貞な 女ではなかった の 
に。」 


そこで 彼女は、 彼 （イエス） を 指し （彼に 尋ねて みる 
よう 言っ） た。 彼らは 言った。 「揺り籠の 中の 赤ん坊に 話 
すと いうの か ！？ J 

(その 時） イエスは 言った。 「私は 誠に アツ ラーの し 
もべ です。 ろ >れ はおに 啓 典を お与えに なり、 また 私を 預言 
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者と されました。 

また かれは、 おが どこに いよう ともおを な福夕 きを 
と して 下さい まも また 私が 生きて いる 限り 礼拝を を も 
喜搶 をす るよう に 命じられ ま した。 

また おを 母に がする 孝行 者と され、 髙慢で 不幸な を 
とは さ れ ませんで した。 

私の 誕生の 日、 逝ち の 日、 復活の 日 に、 私に 平 巧が あ 
り ますよう に。」 

これ こそ マリヤの 子 イエス。 彼ら （ユダヤ教 徒やキ 
リスト 教徒） は （イエスが マリヤの 子で ある こと） につい 
て 疑念を 抱いて いるが、 これ こそが 真実の 言葉な ので ある。 

アツ ラーに 子供が あるな どと いう ことは ありえない。 
る >れ こそ は 全て を 超越 されて いる お 方で ある。 かれ が 何 か 
を 定められ、 「あれ。」 と 邮れ る だけで、 それは たちまち 存 
がする ので ある。 

実に アツ ラー こそが 私と あなた おの 主な ので ある。 
それゆえう、 れを 崇める の だ。 それ こそが 正しく 真っ直ぐな 
道と いう ものである。^ (マルヤ ムま 16-3 の 

一般的に キリス ト 教徒が そう 思い込んで いるよう に、 
イエスは 十字架に よる 碟 （はりつが の 刑に あって たくな 
ったわけ ではありません。 実のところは アツ ラーが、 彼を 
かれの 御 許に 召された のです。 辕 になった のは、 実は イエ 
ス ではない 別の 人でした。 ク ルアー ンに はこ うあります。 

4( そして 「私たちは アツ ラーの 使徒で あり、 マリヤの 子 
メシアで わる イエスを をした の だ。」 という 彼らの 言葉 ゆ 
え にげ ッラづ よ 彼ら ユダヤ教 徒たち の 心を 封 じられ た)。 
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しかし 彼らは 彼 （イエス） を 殺しても いなければ、 十字架 
におに しても いない。 只 彼らの 目に そのよう に 映った だけ 
なの だ。 （磯に された 男に 関して） 嵩 見の 相違を みたを た 
ちは、 彼が 本当に イエスだった かどう か 疑念に 陥って いる。 
彼らには そのこと に関する 知 諭は ない が、 只 憶測して いる 
だけに 過ぎない。 （その 男を イエスと） 確信して 殺した わ 
けではなかった の だ。 いや、 真実のと ころは、 アツ ラーが 
彼を 御 元に 巧され たので わる。 アツ ラーは 偉力 並びなく 英 
巧で ある お ホで ある。）！ （婦人き 4: 157-1 己が 

アツ ラーは イエスの 真実性と 正 流 性の 証明と して、 彼に ある 種 
のを 跡を 行わされ ま した。 それら はかに 挙げる 章句の 中 に 描写され 
ています： 

イ そして 彼 （イエス） を、 イスラエルの 民への 使徒と さ 
れ た。 （イエスは 言った。） 「実に 私は あなた ホの まから、 
みしる しを 授かって 夹 た。 おは あなた 方の ために、 泥で 鳥 
の 形を 造ろう。 そして それに 私が 息を 吹き込めば、 それは 
アツ ラ ーの 御 許 しの 元に 鳥に なる。 ま たおは アツ ラ ーの 御 
W しの 元に、 盲人 や 海 患者を 治し また 巧者を 生き返らせ 
よう。 また 私は、 あなた おが 何を をぺ 、何を をに 蓄えて い 
るかを 吿げ よう。 もし あなた おが 信仰者であるなら、 そこ 
には あなた ホへの 巧ら かなみ しるしが あるの だ。 ^ ( イム 
ラーン 家 草 3 : が） 

イエスは 現を、 天国に いまず。 そして 現世の 終わり も 間 もない 
時に、 地上に 隆臨 します。 この ことは、 終末の 日の 最後の 瞬間の 大 
きな 予 兆の 1 つと されて います。 ク ルアー ン にはこう あります。 

く 彼 （イエス） は、 われが 恩恵を たれた しもべの 1 人に 過 
ぎない。 そして われは 彼を、 イスラエルの 民に 対 ■する 1 つ 
の 例えと した。^ (金の 装飾 章が： 目が 
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また ク ルアー ン にはこう もあります。 


i そして 実に 彼 （イエス） は、 終末の 日の 予 化の 1 つで あ 
る。 それゆえ それ (終 未の 日） について 疑って はならない。 

そ して われに がう のど。 それ こそ 正しく 真っ直ぐな 道で あ 
る。^ (金の 装飾 章が： 6 1) 

アツ ラーが 生き物を 創造され たのは、 ひとえにう、 れを 崇拝 させ 
るが ためです。 そしてろ、 れは 彼らが そうする のに 必要な だけの おも 
供給され ました。 ク ルアー ン にはこう あります。 

i われが ジン （精 盡） と 人間を 創った のは、 ただ われを 
崇拝させる ためな ので ある。 われは 彼らから いかなる おも 
必冀 としない し、 彼らが われを 扶養す る こと も 求めない。 

実に アツ ラー こそは 堅固なる 偉力を 有され、 糧を 授けられ 
る 唯一の おおな ので ある。 > (撒き散ら すを 章 51 : 56-58) 

人間は 生得 的に アツ ラーの 神性を 知り、 る おを をし 崇拝して 
います。 また アツ ラーの みが 占有す る 権能に 関して、 そこに 別の 何 
かを 供与 させたり するとい う 行為 （シルク） も、 生得 的には 備わっ 
ていません。 しかし 一見 美しい 欺きの 言葉を 互いに ささやき 合う 人 
間と ジンから なる 悪糜 たちが、 人間の 生得 的 資質を 腐敗 させて 迷妄 
への 道へ と 導く のです。 

タウ ヒー ド 3 は 人間に 先天的に 備わった ものです が、 多神教、 
あるいは シルク （タウ ヒー ドを 害する 概念 や 行い） は 後天的で 本質 
的な ものではありません。 ク ルアー ン にはこう あります。 


9 アツ ラーの 惟一 性と それに 巧 連す る 信 抑を 指しまん 
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< ゆえに あなたは、 あなたの 旗を 純正な 宗教ん^ と 向ける 
の だ。 そ して ア ツ ラーが 人間を そのよう に 創 られた ところ 
の アツ ラーの フィ トラ （正しい 先天的 資質） に （従え)。 

ア ツ ラーの 創造に 変更は ない。 それ こ そは 正 しい 教えで あ 

るの だが、 多くの 人々 は 知らないの だ。^ (ビザ ン チンき 
30 : 3 の 

また 黄 言 者* ム ハン マ ド (幾) はこ う 言われ ま した。 

「全ての 生まれ 来る をは、 フィ トラ （正しい 先天的 資質） の も 
とに 誕生す る。 しかし その 両親が 彼を、 ユダヤ教 徒 や キリスト教を、 
あるいは 拝火教 徒にを えてし まう ので ある 。」 S 

このように、 タウ ヒー ドは 人間の 先天的な 信仰で あると いえ ま お 
イス ラームは、 悪 庚からの アツ ラーの 守護を 受けて いた 人類の 
祖 アダムに よって 信仰され ていました。 そして それは また、 彼のが 
後 何 世紀に も 渡って 人々 から 信仰され ました。 ク ルアー ン にはこう 
あります。 

< 人類は 元夹 1 っの 民であった。 それから アツ ラーは 預 
言 者たち を、 吉報と 警告の 伝達 者と して 遣わされ たので あ 
る。^ (雌牛 章 2 : 21 が 

人類史 上 初めて 生じた シルク （タウ ヒー ドを 害する 概念 や 行 
い） と 信仰 教義 上の 逸脱は、 やはり 人類史 最初の アツ ラーの 預言を 
であった ノアの 民に おいて 生じました。 ク ルアー ン にはこう ありま 
す。 

寺 実に われら （アツ ラーの こと） は、 ノア や 彼が 後の 預 
言 者たち に 啓示した ように、 あなたに も 啓示を 下した。^ 

4 アラビア 巧の 「ぉ如 炼 巧、 がか J という 言葉は 通 巧、 ク ルアー ンと スン ナ （現 
言を の 言行を)、 そして 巧言を ム ハン マ ドに よる その 具体的 適 巧を を 巧と した 人生に 
おける 完全な 手を のこと をを 巧し ます。 

また 「化 neef (が 正な） J という 言を は、 全での 誤った 教えを 放棄して ち 実の おえで 
わる イス ラームへ と 向かう 性 巧を 表して います。 

6 アル =ブ ハーリーと ムス リムの 真正 ハ ディース 集より。 




備人章 4 : 1 の） 

至髙の アツ ラ ーへの 信仰と かれの 祟择 という ことの 中には、 か 
れの 運命 付け られ たこと に 対 ■する 満足と 服が、 そ してろ >れ の 法を 受 
け 入れる こと、 また 訴訟 や 傷害、 が 産な どの 諸 権利に 閱 する 争いに 
おいては ク ルアー ンと スン ナ （預言者の 言行録） に 化 拠す る こと、 
など も 含まれて きます。 というの も アツ ラー こそは 巧 極の 裁き 手な 
ので あり、 全ての栽きと審判はるづ^に属するからです。 アツ ラーの 
啓示され たもので もって 裁く ことは、 アツ ラーが 統治を たらに をめ 
ら れた義 巧な ので あり、 また 被 統治者 も 彼らの 諸事に おいて クル ア 
ーンと スン ナ （預言者の 言行録） による 裁決を 要求す る 義務が あり 
ます。 統治者に 関して 言えば、 ク ルアー ンの 中には このような 章句 
があります。 

i 実に アツ ラーは、 あなた 方が 信託 6 を その 権利 者に 対し 
て 果たす こと を 命じ られて いる。 また あな た 方が 人々 の 間 
を 栽く 時は、 公正に 栽く ことを 命じられ ている。 アツ ラー 
がわな た 方に 訓戒され ている こと は、 何とい う 恩恵で あろ 
うか。 実に アツ ラーは 全てを ご覧に なられ、 全てを お 聞 
きになられて いる。） > (婦人き 4: 5 が 

一方 被 統治者に ついては、 ク ルアー ン にこの ような 言葉が あり 
ます。 

< あなたち 信仰す るを よ、 アツ ラーと 使を、 及ぴ わなた 
ホの 中の 権威を 委ねられ たを たちに 従う の だ。 そ して 何 か 
について 争いが 起き た 時には ーア ツ ラーと 審判の 日 を 信 
仰して いると いうの なら一、 それを アツ ラーと 使徒に 委ね 
るの だ。 それ こそは 最善で、 また 最も 優れた 結果で ある。 扛 
(婦人 草 4 : 如） 


0 信 巧と いう 言 菜には、 アツ ラーの ごみ 令と いった アツ ラーのを 椎利 や、 人との お 
巧な どと いった 人間の 諸 権利 も 含まれて います。 


アツ ラーと その 巧ち を 讲& とは 巧 か マ 




ムハンマド （幾） は、 アッ ラーが 人類に 遣わされた 最後の 使徒 
であり、 預言者です。 彼の フルネームは、 ムハンマド- ブン- アブ 
ドッ ラー • ブン • アブ ドルム ッタ リブ. ブン. ハー シムです。 

その 生涯と 使命 

ムハンマド （幾） は 西暦 目 70 年、 いわゆる 象の 年 7 に マッカに 
て 誕生し ました。 彼の 父親 アブ ドッ ラーが あ 去した 後は、 彼の 祖父 
アブ ドルム ッタ リブが 彼の お 倒を 見ました。 当時は、 幼 巧を 巧から 
雕れた 砂漠の 健全な 環境で 養育す る 習慣が ありま したが、 乳幼児 だ 
った 彼 もま た 遊牧 部族の 孰 母の 元に 預け られ 、そこ で 数年 過ごし ま 
した。 ムハンマドが 6 歳の 時、 ズフラ 部族 出身の 彼の 母アー ミナが 
t くな り、 また 8 歳の 時に 祖父 アブ ト V レム ッ タリ ブが化 巧 しました。 

そこで 彼は、 新たに 部族の 長と なった 彼の 叔父 アブー-ター リ 
ブの 監督 下に 入りました P アブー， ター リブは 西 唐 595 年 あたりに 
彼を 連れて シリア 方面へ 隊商の 旅に 出、 そこで 成 巧に 溢れた 商売に 
恵まれました。 ムハンマド （幾） は そのし ばらく 後に 再 ま 隊商の 旅 
に 出 ま したろ S、 その 時は クライ シュ 族の 裕福な 未亡人 ハ デイ ージャ 
の 商品を おされ ま した。 そ して 彼の 信用の 商 さが 彼女の 尼、 を 捉え、 
2 人は 結婚し ます。 彼女は 彼よりも 15 歳 も 年上の が 歳でした が、 2 


7 エチオピアの キリスト お 王国が が 遣した を 部 巧が、 カ アバ 巧 段 破 壌を もく ろんで マッカ 
を 巧# した 年。 しかし その 巧みは アッ ラーからの 巧け により、 失 巧に 終わりました。 

8 アラビア 巧で 「ラ デイ ヤッ ラー フ •アン フン ナ」 という 言ち で、 「化 女たち に アッ ラー 
の おかび あれ J といった# みです。 女性の 巧 友たち に対して 言われる 巧 巧の 言 巧で ち 





人の 息子 （両方と もに 夭が） と 4 人の 娘 （ル カイヤ、 ザイ ナブ、 ウ 
ンム •クルス ーム、 ファーティマ （•: ^曲户 J ) 8 を 産みました。 ファ 
ー ティ マは 後に、 S 言 者の 従ぶ 弟で ある アリー （媒〇 9 の 妻と なり 
ました。 

預言者の 使命 

預言者 ムハンマド （幾） には、 ハー シム 家 や クライ シユ 族の 居 
住する マッカ 近郊の 山の 洞® に 1 人 お舊り をす る 習 憤が あ りました。 
マッカは 当時、 "カ ァバ 神殿" の 周囲を 固む ような つくりの 商業 中 
ム都巿 であり、 また その 聖域を 巡礼で 訪れる いかなる 者に 対しても 
安全が な 障され ていました。 

西暦 610 年頃、 預言者 （幾） は大 天使 ガプ リエル （アラビア 語 
では ジブリール） を 仲介と して、 孩 [めて ク ルアー ンの數 句を 啓示 さ 
れま した。 
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な 否で で 巧もでぶ.班也斯のに巧&マ互巧213]：：；：22^如ぶ 


それは な 下に 示す アツ ラーからの 御言 葉です： 

i 読め、 「創造な される お 方、 あなたの 主の御名に おいて。 
るづ^は人間を、 一滴の 凝血から 創ら れ た。 J 読め、 「そして 
あなたの 主は、 最も 巧い おち。 筆に よって （書く ことを） 

» アラビア おで 「ラ デイ ヤツ ラー フ ■アン フ J という 言葉で、 「彼に アツ ラーの お 化 
ぴ あれ J といった 念 ホです。 巧 性の お 友に 対 ■して 首 われる 抑 巧の 言葉です。 






教えられ たお 方。 人間に ホ 知なる こと を 教えられ たお 

お J ^ (凝血 章 96 : 1 〜 5) 

ガブリエルは ムハンマド （幾） に、 「あなたは アッ ラーの 使徒 
である」 と 告げました。 それな 来 彼は 逝去す るまで アッ ラーからの 
直接のを 示を 受け 続け、 それは 順次 筆録 されました。 それが 最終的 
に 1 冊の 書物に 編 おされた ものが、 ク ルアー ン です。 それは 今日に 
至る までい かなる 改変に も 晒される ことのなかった、 文字通り アッ 
ラー 御自身の 言葉な のです。 

ムハンマド （幾） の 妻 ハ ディージ ャ には キリスト教徒の 従兄弟 
がいました が、 彼は それらの 啓示が モー ゼや イエス 胃に 下った 
啓示と 同 起源る り 同種の ものであると 詰 言し ま した。 そ して ム ハン 
マド （幾） は 初めて 啓示を 受けた 時から、 それを 人々 にた 達する こ 
とを 命じられて いました。 ク ルアー ン にはこう あります。 

i (衣に） くるまる 者 W よ、 起き上がり 、警告す るの だ。 

そして あなたの 主を 讚え よ。 J > 饱 るを 章 74:1 — 3) 

それから 間もなくして、 何人 かの 彼に 近い 、友人たち が 彼の 言 
うこと を 信じ、 イス ラームを 受け入れました。 後に 彼は 公に 巧教す 
るよう になり、 彼と そ の教 友た ちは アル = アル カムと いう 教 友の 家 
で 集会を 持ら 始めます。 当時の マッカの 人たち の 多く は 偶像 崇择者 
で したが、 彼が 公に ホ教を 始める と 特に 若を たちの 間で イ ス ラーム 
への 改宗者が 増加し、 その 一方で その 新しい 信仰に かする 反 か 論 も 
露わに なり 始めました。 が 改宗者の 中には マッカの 富裕 階層 出身者 
もいた 一ち、 誰も ずって くれる 部族の ない、 社会的 立場の 弱い 人々 
もい ました。 


10 初めてを 示が 下された 時、 ムハンマド （かに アツ ラーから のか 福と 平 巧 あれ） は 
その 巧 常 現み による 余りの 巧 怖から、 妻 ハ ディージ ャに ホで 彼を 包んでくれ るよう 
頼み ま した。 
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狼%%%% 


この 新し レ 、信仰 こそ 「全能の 唯一 神ア ッ ラー に 完全 に 服従す 
る J という 意 ホの "イス ラーム" でち り、 その 信徒たち は "ムス リ 
ム"、 つまり アツ ラーに 服従す るを たちな のです。 


マッカの がか 


マッカに おける イス ラームに かする 反が 論は、 預言者 （幾） が 
偶像崇拝を 非難し タウ ヒー ド ヴッ ラーの 唯一 性に 関する 信仰 教 
義） を 高らかに 宣言した 時から 激しくな りました。 

< そして 彼らが あなたを 見れば 嘲笑す る だけ だ。 そして 
(彼らは） こう 言う の だ。 「これが アツ ラーが 使徒と して 
遣わされた 者 だって！ ？ もしおた ちが 確固と して （自分た 
ちの 信仰の ために） 耐えなければ、 彼は 私たちを 私たちの 
神々 から 迷い 去らせよう とすると ころだった。」 しかし (彼 
ら はやが て 彼らを 襲う） 慾 罰を 見る 時、 最も 道に 迷いち っ 
ていた 者たち は 誰であった かを かるであろう。^ (識巧 J 章 
ぉ： が， が） 

敵対を の リーダー 的 存在であった アブー •ジャ ハルは、 クライ 
シユ 族の 主要部 族 に 働き かけ、 ムハンマド （幾） の ホ教を 止めず、 
彼を 庇護し 続けた ハー シム 家との 関係を 一時 絶縁 させたり もし ま 
した。 

預言者 ムハンマド （幾） の 2 大 庇護を であった 妻の ハ ディージ 
ャ (顧 U と 叔父の アブー- ター リブは、 西暦 619 年頃に 他 巧し ま 
L た。 彼は その後 も ホ教を 継続し 夕^ 一 > r フ u の 部族に ホ教 する た 
めに 旅したり もしました が、 あ えなく 失敗して 彼らから 虐待の 交 
き 目を 見たり もしました。 そのような 中、 西暦が 0 年頃 ム ハン マ 


11 アラビア 語で 「ラディ ヤツ ラー フ •アン ハー J という 言葉で、 r 彼み に アツ ラー 
の おがび あれ J といった ち 巧です。 女性の お 友に 対して 言われる 巧 巧の 言葉です。 
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ド （幾） は マデイーナの 部族と 連絡を おり 始めました が、 それが き 
っかけ となって 西暦の 2 年の マデイーナへの 聖遷 （ヒ ジュラ） にお 
がる ことに なります。 

マッカに おける ムス リ 
ム に対する 迫害に より、 西暦 
615 年には 彼らの 一部は ェチ 
オ ピアへ 聖遷 （ヒ ジュラ） し、 

その 一部は その 地に の 8 年 ま 
で 留まり ま した。 それは つま 
り 預言者 （幾） の マデイーナ 
聖遷 のかな り 後まで 続いた 
という ことになります。 

聖ま 

西曆 6 じ 年 夏、 毎年 恒例の 巡礼に 参加す るた めに、 マデイーナ 
から 口ぶ の 男が マッカを 訪れました。 彼らは 預言者 （纖） と 密会 
し、 イス ラームに 改宗し ました。 そして マデイーナに 戻る と、 その 
民に ホ教を 始めました。 それから 数年 後、 やはり 巡礼 時期に マデイ 
ーナ から 75 人の 男性と 2 人の 女性から なる 代表 团が 訪れ ま した。 
彼らは イス ラームへの 改宗 だけでなく、 預言者 ムハンマド （纖） へ 
の 服従 と、 自ら の 部族を 守る よう に 彼を ずる という 条項な どを 含ん 
だ舊 約を 結びます。 

これが いわゆる "アカバの 普 約" として イスラー ム史 でかられ 
ている ものです。 こうして 聖恶 （ヒ ジュラ） への お膳 立てが 巧み、 
規言者 ( M ) は 信を たちに 小さい 集团に 分ろ かて マデイーナ へと 
向かうよう 奨励し 始めました。 



u マッカ： t ちの 町。 




巧言を の教 をたら は マディ ー ナヘと 向けて マ ッカを 後に しま 
したが、 預言を （幾） 自身は 聖遷 （ヒ ジュラ） に関しての アッ ラー 
の 許可が 下りる の を 待って、 マッカに 留まって いました。 アブー- 
バクルと アリー m 1 3 、 そして 自由に 移 勘で きなかった をたち 
と 背教を 強制され たを たちが かの 教 友は 全て、 マディーナ へと 旅な 
ちま した。 

そのような 中 クライ シュ 族は、 預言者 ムハンマド （幾） の教友 
には クライ シュ 出身のを の 他、 様々 な 部族 出身のを が おり、 そして 
彼らが 彼らの 勢力 下から 抜け出し 新 天地に をって が 護を 得た こと 
を 知りました。 そして ムハンマド （幾） も 彼らの 後を 追い、 全ての 
ムス リ ムが 彼らの 勢力 图 から 逃れて しまう こと を 危惧し ま した。 そ 
こで 彼らは 各部 族から 一人ず つ 若者を 選び、 彼を いっせいに 切りつ 
けて 殺害す る 策略を 立てました が、 大 天使 ガブリエルは ムハンマド 
(幾） に、 その 夜は 自分の べッ ドでは 寝ない よう に 指示し ま した。 
その 夜、 若者 達は 預言者 （幾） の 家の 扉の 外で、 彼が 眠りに 落 もる 
のを 待って いました。 預言者 （幾） は それを 発見し 彼らの 蟲 許を 
阻むべく 彼らの 頭上に 砂粒を 振り掛け ま したが、 アッ ラーの お 力に 
よ り 彼らの 巧の 誰一人も 彼の 姿を 見ませんで した。 



け アラビア 語で 「ラ デイ ヤツ ラー フ ■アン フム」 という 言 菜で、 「彼らに アツ ラー 
の おがび あれ J といった を かで ち 男性の お 友たち にがして 言われる が 巧の 言を で 
す。 


アツ ラーと その 巧ち を 讲& とは 巧 か マ 





預言を （鑛） は、 アッ ラ 
一の 奇胁 によっ て 砂粒で 彼 
らを 一時的に 盲目に し そこ 
から 脱を したので す。 若者た 
ちが そんな こと も 知らずに 
屋内に 侵入した 時、 彼らは® 

言を （幾） の 寝て いるは ずの 
べッ ドの 上に 彼の 従兄弟の 
アリーが 寝て いるのを 発見 
し 彼らの 計画が 頓挫した こ 
とを 知った のでした。 

預言を （幾） は アリー （唉 b ) に マッカに 留まり、 人々 が 彼に 預 
けて いた 資 おを 返却す る よう 命じ ま したが、 この こと は 彼の 誠実 さ 
をよ く 示して います。 預言者 （幾） は 彼の 最も 信望 厚かった 教友ア 
ブー •バ クル （媒） とともに マッカを 去りました が、 追っ手を まく 
目的で マッカ 近郊の サウ ル 山にから 寄り、 その 洞窟に 3 日間 潜が し 
ました。 その 間 様々 な 情報 やを 料を 彼らに 調達した のは、 アブー- 
バクルの 息子と 娘 ( Ij ^) でした。 

クライ シュ 族は 預言者 （幾） が マッカを 脱出した ことに 気づく 
と、 彼を 捕えて 連れて 帰った 者に 対して 100 頭の ラク ダの 貧 金を 提 
示しました。 しかし 結局 預言を （幾） と アブー •バ クル （咎〇 の 乗 
っていた 2 頭の ラク ダは、 彼らを 無事 マデイーナまで 送り届け まし 
た。 彼ら 2 人は ヒ ジュラ 磨の ラピー ウ •アル = アウ ワル月 に、 マ デ 
イー ナ 近郊の クバ ー; 脏 区に 入り ま した。 教 友たち は 彼らを 出迎え、 
增は 彼らの 到を を この 上ない 喜びで もって 受け止め ま した。 預言を 
(幾） は クバ ーに 4 日間 滞在し、 それから マデイーナ 入りす ると、 
モスクと 自 らの 住居の 建設に かかり ま した。 預言を （幾） が マデイ 
ーナに 到着した のは 巧 暦の の 2 年、 彼が 日 3 歳の 時でした が、 この 
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日が ヒ ジユ ラ 暦の 元年に なり ま した。 マデイーナは マ ツカと は 違っ 
た 豊かな オアシス であり、 そこには ナツメ ヤシ や 穀物が 実ってい ま 
した。 




巧め ての フトバ （が 教) 


マディーナ 到着 後、 預言者 （幾） は 彼 自身が 行う ものと しては 
イス ラーム 史上 最 巧の 金曜日の フトバ （説教） を 行いました。 それ 
はが 下の ような ものでした： 

「人々 よ、 自分自身 のために 善行を 肴} むの だ。 誰もが いず 
れは 死に、 その 羊を 番人な しに 後に 残さなければ な ら ない 
ことを 知っている。 実に 彼の 主は、 仲介者を かす ことなく 
彼に こ う 尋ねる。 「お前の 元に わが 使徒は やってこ なかっ 
たの か？ われは お前に 財を 与えなかった か？ お前に わが 
恩恵を 授けな かった か？ 一体 お前は 自分 自 身の ため に 何 
を 成した のか？？ J それから わなた ホは をを 振り向く が、 
そこには 何もない。 左を 向いても、 何もない。 前ち に 目を 
やる と、 そこには 地獄の 業火が あるの みだ。 ゆえに 地獄の 
業火から 身を 守る をん ナツメ ヤシの 実 一粒を 半み に 裂い 
たもので あっても 施すべき である。 もし それさえ もない の 
なら、 良い 言葉を たった 1 っ 言う だけで もよ い。 善行 （の 
報奨） という ものは、 その 10 倍から 700 倍にまで 増幅 さ 
れ るので あるから。」 

さて マデイーナは、 アル = アウスと アル ニハズ ラジュと いう 2 
部族が おめ てい ま した。 そ して 彼らと 共に ュダヤ教を 奉じる 3 部族 
も 並存して いました。 預言者* (幾） は 信仰者た ちの 間に 兄弟 関係を 
築き上げ ま したが、 それと 同様に ムス リムと 非 ムス リ ムの アラブ 人 
たちとの 間に も 友好関係を 結ぼうと しました。 彼は イス ラームが 前 
からの 憎しみ 合い や 部族 的 対立を 廃止す る こと を 狙った、 ある 種の 
条約を 起案し ま した。 彼は イス ラーム 前の 悪習が 彼の 作ろうと し 


M フトバ とは、 金语 日の 集 面 礼拝の 前に 先駆けて 行われる、 ある 決まった 形式を と 
っ たを あ 的 削が- 説教の こと です。 
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ていた 環境の 中に 戻って こない よう、 その 憲章の 全ての 箇所に 渡っ 
て 細 むの 注意を がい ま した。 

預言を ムハンマド （幾） が 新しい 社会の 柱を 築いた のは、 ひと 
え に 彼の 英知 と 賢明 さに よる ものでした。 こ の 現象は 良識 あ る ムス 
リムの 中に、 はっきり とした 跡を 巧し ました。 彼は 信徒たち を イス 
ラームが 教育の 元に 育成し 彼らを 浄化し、 彼らに 正し さと 高徳を 
奨励し 彼らの 間を 愛情と 栄光と 栄誉で 満たした のです。 

預言者 く 幾） は マデイーナ 憲章と して かられる、 有ぶな 文書を 
作りました。 それにより 地元の マデイーナのを 部族と、 マッカから 
の 移住者の 間に 連合が 締結され たのです。 煮 章の 中には、 全ての 争 
い 事は 預言者 （繼） の 裁断に 帰されるべき である、 という 条項 も 含 
まれて いました。 



.疫 




アッ ラーの 使徒 （幾） は ムハー ジルー ン （マッカからの 移住者 
たも） と アンサー ル （マディーナの 援 巧者たち） に関する 文書を 作 
がしました が、 その 中には 当地の ユダヤ教を たちとの 友が 関係 や 彼 
ら の 信仰と お産の 保障、 諸々 の 相互 義務な どに つ V 、て も 言及 さ れて 
いました。 それは 下の ような ものでした： 

「慈悲 深く 慈愛 あまね きア ッ ラーの 御 お において。 

この 文 言は 信佛 をと クライ シュ族 及び ヤス リ ブ 1$ の ムス リム、 
また 彼らに がい、 あるいは 協力し、 あるいは 彼らと 共に 戦う 者たち 
の 相互 閱 係を 定める 預言者 ム ハン マ ドからの ものである。 彼らは 化 
の 人々 と は 則の、 1 つの ウン マ （イ ス ラーム 共同体 •社会） であるけ。 


クライ シュ 族の ムハー ジルー ン （マッカからの 移住を たち） は 
従来の 習慣に 沿って、 彼らの 間では 互いに 血 倩 u を 化う。 そして 倩 
徒の 間では 善行と 公平を もって、 捕虜の 身け 金を 支おう。 

バヌー •アウ フ 族は 現 巧の 習慣に より、 彼らが 過 まそう してい 
たよう に 彼らの 間で 血 憤を おう。 それぞれの 派 関が それぞれの 捕虜 
のために、 信徒の 間では 善行と 公平 さを もって 捕 巧の 身代 金を 支 ネム 
ろ。 


化 マデイーナの 旧 お 0 

W 「化の 人々 とは 別の」 という 表現の 中には、 ムハー ジルー ン （ムス リムのを 住を 
たち） と アンサー ル （マデイーナの 援 巧者たち） の 化に、 マデイーナの ユダヤ 巧を 
も 入って いる。 

け r 血な J とは 傷害 やを 人 罪に がする おなかの こと。 





バヌー • サー イダ 族 も 現行の 
習慣に より、 彼らが 過去そう してい 
たよう に 彼らの 間で 血 倩を がう。 そ 
れぞれ の 派閱が それぞれの 捕虜の 
ために、 信徒の 間では 善行 と 公平 さ 
を もっ て 捕虜の 身代 金を 支が う。 

バヌ ー- アル = ハーリス 族 も 
現行の 習慣に より、 彼ら が 過去そう 
していた よう に 彼らの 間で 化 潰を 
かう。 それぞれの 派閱が それぞれの 
捕虜の ために、 信徒の 間では き 巧と 
公平 さを もって 捕虜の 身代 金を 支 
化ぅ。 

バヌ ー- ジュ シャム 族 も 現行の 習惧 により、 彼らが 過去そう し 
ていたよう に 彼らの 間で 血 潰を がう。 それぞれの 派閣が それぞれの 
捕虜の ために、 信徒の 間では 善行と 公平 さを もって 捕虜の 身代 金を 
支おう。 

バヌー •アル ニナ ツジ ヤール 族 も 同様で ある。 18 

更に バヌ ー- アム ル- プン. アウ フ 族、 バヌ ー- アル = ナービ 
卜 族、 バヌー •アル = アウス 族 も 同様で ある。 19 

そ して 信仰を たちは、 血 債で あれ 身代 金で あれ 彼らの 内で 債務 
で 苦しんで いる 者が 債務 遂行す る ことを 助ける。 

いかなる 信仰を も、 化の 自由 民 の 信仰者と 敵対す る 同盟を 締結 
する ことは 出 おない。 



W な 上は 皆、 アル =ハズ ラジュ 巧に 巧 すん 
W が 上は を、 アル = アウス 族に 巧す る。 



アツ ラーと その 巧ち を 讲& とは 巧 か マ 



ア ッ ラーを 畏れる 信仰者は、 彼らの 権利を 踩 08 したり 悪行を 行 
ったり、 信仰者の 間に 腐敗を 撒き散らす ような 者たち に対しては、 
例え それが 自分たち の 息子で あっても 一致団結して 立 もは だかる。 
信仰者は 不信仰 者に かする 報復の ために 信仰者を 殺害す る こと も 
なければ、 信仰を にが 対して 非 信 抑 者を 助ける こと もない。 アッラ 
一の 庇護は 1 つで ある。 一が信徒は彼ら&^外の者じ保護を与えるこ 
とも 出来る。 

信仰者た ちは 化の 者たら を さしおいて、 互いに 親を なを 同 ± で 
ある。 ユダヤ教 徒の 内で 我々 にがう をたち は 援助され、 また 公平に 
なわれ る。 彼らは 不正を 被る こ ともなく、 彼らの がが 援助され る こ 
ともない。 

平 か 条約は 全員に 適用され る。 ア ッ ラーの 大義 ゆえに 戰う 者で 
ある 限り、 あ る 信仰者に 適用 さ れて 他のを たら に 適用 されない など 
という こと はない。 ア ツ ラーの 大義 ゆえの 戦いは 公正と 公平の 礎の 
上に 成り なった もので あり、 全員に かする ものである。 全員 除外 さ 
れる ことは ない。 それは 全員に かして 公平で 平等な ものである。 乗 
り 物の ない 者が いたら、 乗り 物を 持っ 者は 彼を 一緒に 乗せて やる ベ 
きで ある。 

信仰者は、 ア ッ ラーの 大義 ゆえにを われた 命に か して 報復す る。 

神を 畏れる 信仰を は、 その 主の 正しい 導きの 中に ある。 

多神教 徒 2 0 は クライ シユ 族の 生命 あび 財産に 関して、 保護を 与 
える ことは 出来ない。 また いかなるを 的根披 もな しに 信仰者を 殺害 
した 看は、 被害 看の 庇護を が 化 倩を 拒否した 場合、 報復の 刑に 処さ 
れる ことになる。 そして 信仰を たちは その実 巧に 関し、 一致団結し 
て 執り行う。 


W マデイーナの 多 神 巧 徒を 指す と あわれます。 
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この 文書に 規定され た 条項を 遵守し、 かつ アツ ラーと 審判の 日 
を 信じる 者た もは、 ぶブデ イス 2 1 を かくまったり 保護したり しては 
ならない。 そのような 事を する をには 審判の 日、 アツ ラーの 化い と 
お怒りに 触れる であろう。 彼からは 悔悟 も賠 借金 も 受け入れられる 
ことは ない。 そして あなた ホの 聞に 何ろ、 争いが 生じた 時には、 アツ 
ラーと 使徒に 判み を 委ねるべき である。 

信仰者と おに 戦う 上には、 ユダャ教 徒 も 戦费を 負担す る。 バヌ 
一- アウ フ 族の ユダヤ教 徒は 1 つの 共同体で あり、 ムス リ ムに 宗教 
がわる ように 彼らに も 彼らの 宗教が ある。 そして 彼らの 内で 不正 や 
無法を 働いたり する をが 外は 一 彼らは 自ら 自身を 害して いる ゆえ 
一、 彼ら 自身と 彼らの 奴隸の 生命は 保証され る。 また アル = ナツジ 
ャ ー ル 族、 アル = ハ ー リ ス 族、 バヌ ー •サ ー イ ダ 族、 バヌ ー • ジュ 
シャム 族、 バヌー •アル = アウス 族、 バヌー •アル =サ アラバ 族、 
その 一氏 族 ジャフナ 族の ユダヤ教 徒、 及び 彼らの 仲間に も 同じ こと 
が 適用され る。 彼らの 巧の 誰 一人と して、 ムハンマドの 許 巧な しに 
は 戦闘に 赴く ことは できない。 ただ 被った 被害の 報復 （ゆえに 彼ら 

が 戦闘に 参加す る こと） に関しては、 その 限りでは ない。 そして 非 
戦 閣員を 殺害した 者は、 あたかも 自らと 自らの 家族を 殺害した よう 
な ものである。 ただ その 殺害され た 自身が （そのような 事件の 原因 
となった） 不正を 化して いたのなら それは その 限りでは なく、 アツ 
ラーは それを おおしになる であろう。 ユダヤ教 徒 も ムス リム も、 自 
分たち の 経費は 自 分たち で 負を する。 彼らは こ の 文書に 敵対す るい 
かなる をから も 互いに 巧け 合い、 また 互い 助言を 仰ぐべき である。 
忠義 こそは 裏切りに かする 磐な の だ。 

同盟 者の 過ら に 寅 任を 問われる ことは ない。 不正を 被って いる 者 
i 规 けられなければ なら か \ ユダヤ教 徒は 戦闘う S 継綻 する 限り、 信仰 


犯罪を、 あるいは 宗教 改変を のこと。 
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者たち と共に 載 費を 負を する。 そして ヤス リブ （マデイーナの 旧称） は 
この 文# の 民に とって、 侵す ことの 出来な レ 卿聖な 地で ある。 

庇護 下に ある 部外者は、 害される ことなく その 庇護 者と 同様の 
をい を 受ける。 女性に 関しては、 彼女の 家族の 許すな しには 庇護を 
与える ことは 出 おない。 また 手に おえな そうな 争い ごとが 起きたら、 
アツ ラーと その 使を に 裁断を 仰ぐ ので ある。 アツ ラーは これらの 条 
項を 遵守す るを の 巧い を 受け入れられる。 


クライ シュ （の 不信仰 者)、 なび 彼らの 盟友には 庇 謹は 与えら 
れ ない。 この 文書に 契約す る 者は ヤス リブが 巧 撃に 晒された 時、 互 
いに 援毋 J する。 そ して 休戦を 求め られ たら それを 受諾すべき である。 
全 個人は、 彼の 属する 集团 からの 保護を 保障され ている。 アル =ア 
ウス 族の ユダヤ教 をには 自 由 民- 奴 蘇 共に、 この 文書に 契約 したを 
たちと 同様の 権禾が S ある。 

忠義 こそは 裏切りに がする 磐で ある。 人は その 巧った ところの 
もの を 得る。 こ の义 まは 不正 者 や 悪 巧を 巧う 者を 守る こと はない。 
アツ ラー こそが 我々 の 言う ところの ものの 詰 人で あられる 。 J 

しかし ユダヤ教 徒たち は ムハンマド （幾） の 文書を 認めません 
でした。 一方で マデイーナのを 民の 殆どは ムス リムで あり、 彼の 預 
言 者 性と 彼が 人生の あ ら ゆる 面に おける 唯一の 権威で あ る ことを 
認めて いました。 

巧言を （幾） はまた、 本当に そうしな けれ ぱ ならない 時が 外は 
他人の 援助を みだり に 頼りに しては ならない ことを 教えました。 彼 
は もっぱら その 教 友たち に 訓戒を 与え、 また アツ ラーに かする 服が 
行為 や煞样 行為に よる 報奨の 偉大 さや 素晴らし さに っいて、 彼らに 
話し M かせて いた ものでした。 また 彼に 下されて いた 啓示と 彼らが 
ム身 ともに 結びっく よう 確かな 記 拠を 提示し それから 布教に 関連 
する 諸々 の 義務 や 責任を 説く ので しん そして 同時に、 理解と 熟慮 
の 必要性を 強調 してい ま した。 
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これらは 巧言 者 （幾） が 道徳の 重要性を 強調したり、 崇高な 価 
値觀と 理想を 彼らの 精神に 植えつ ける ための 1 手段でした。 そして 
その 美徳が な 世代へ と 引き継がれて いくため、 彼らを その 模範と す 
るた めの 手段で も あった のです。 






最初の 年は、 マデイーナを 住の ための 様々 な 諸事と 共に 過ぎて 
いきました。 大半の アラブ 人は ムス リムに なって いました が、 一部 
の 者は イス ラームに 関む のない が 態に 留まって いました。 というの 
も 彼らは ムス リ ムに 数で 圧倒され、 マデイーナで 勢力を 維持す るに 
は 彼らと 共存す るが 外には なく なって しま レ、、 それゆえ 否応なしに 
ムス リムで あるよう に 振舞わずに はいられ なくなって しまった か 
ら です。 この タイプの 人々 は 乂户ー ブイ クーン （偽 信を） として 知 
られ ています。 

イス ラームと 利害が 衝突す る ユダヤ教 徒は、 これら 偽 信を と 多 
くの 点で 共通の 利益を 見出しました。 それで 彼らは 一を し イスラ 
ームに 対抗す る 様々 な 策が を 練った のです。 偽 信者は 何度と なく、 
アラ ブの 不信仰 者た ちに 対 ■する 遠征 や 戦い に 参加す る ことを 拒み 
ました。 

このよう な 中で 至髙の アツ ラーは、 信仰を たちが 近隣の イスラ 
ーム のが や夕神 教徒と 戦う 許可を 与えられました。 預言を （幾） が 
ホ おを 命じ られ てから 実に 13 年 目の ことで した。 

彼の 聖遷 （ヒ ジュラ） 後 約 1 年後に、 彼は 初の 遠征 軍を 組織し 
て 出発し ました。 彼らは クライ シュ 族へ と 歩みを 進めて いた アル = 
アブ ワ ー族に が して 舆撃 しま したが、 彼らと の 間には 講和条約が 結 
ばれ、 実際には 戦閱 をす る ことなく マデイーナに 帰還し ました。 こ 
れが蜂 も 巧言 者 （幾） は 定期的に 遠征 軍を 派遣し 時には 自ら 指揮 
官 として 参加したり もしました。 
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そして 西暦 624 年 3 月 ラマ ダーン 月の ことです。 預言を （幾) 
は、 ウ マイヤ 族の 長 アブー- スフ ヤーンが が 山の 資 がを 清んだ クラ 
イシ ュ 族の 隊商と 3 〜 40 人の 兵 ± を 率いて、 シリアから マッカに 向 
けて 帰路の 途 にある という 情報を 耳に しま した。 そこで 預言を (鑛) 
は 隊商の 通 巧を が 害する ために、 315 ぶの 男たち を 引き連れて マ デ 
ィー ナを 後に しました。 

ア プー-スフ ヤーンは 彼らの 出陣の 情報を 得る と、 クライ シユ 
族に 使いを 送りました。 そして 預言者 （幾） とその 教 友たち が 隊商 
を 待ち伏せ ている こと をち え、 財産を 守る ために も マッカから 援軍 
を 送る ように 要請し ました。 クライ シュ 族は そのから せが おくと、 
預言者 （幾） とその 教 友たち との 戦 開の ために 出発し ました。 

しかし その後 アブー •スフ ヤーンは 帰路を を更 し、 ムス リム 軍 
を 回避す る 事に 成 巧し ま した。 それで 彼は クライ シュ 族に 再び 使い 
を 送り、 彼らに マッカへ 戻る ようた えました。 ところが クライ シュ 
族の 指導者は それを 拒否し、 あくまで ムス リム 軍との 戟 闘を 主張し 
ました。 彼らは 900 《の 兵 ± と とも にバ ドル という ± 地 近辺 ま で 進 
軍し、 そこに 宿営を 張りました。 


戦闘は 当時の 煩わ し 通り 個人の 一 熟 巧ち による 前哨戦で 始ま 
り、 それから 両 陣営は 激 い、 戦 闢に 入り まし も クライ シュ 族の 指 
導を は 次々 倒れ、 アブー- ジャ ハルを 含む が ぶの 兵 ± が 殺され、 
70 ぶが 捕虜 じなり ま した。 他方 戦死した ムス リムは 14 ぶでした。 
この 輝かしい 勝利は ムハンマド (幾) の 預言を 性の 神 的 証明で わり、 
また ムス リ ム 側の 大きな ± 気 高揚に つながり ま した。 

戦閱が 終わって から、 預言を （幾） は 異教徒 達の 死体を 穴に 埋 
める ように 命じ ま した。 この 勝利の 知らせは マデイーナまで 届き、 
人々 は 歓喜し ました。 預言を m ) とその 教 友たち は 捕 巧を 連れて 
マデイーナに 帰りました が、 他方 マッカ 軍は 戦死者と 損 苦に 舆 きな 


アツ ラーとその 巧* を 讲& とは 寬かマ ミ 2 1 



がら マッカへ 帰りました。 尚 捕虜と なった 者たら は 自ら 身代 金を 粒 
ったり、 あるいは マッカから それを 送金して もらったり してが 放さ 
れ ました。 

バ ドルの 戦いに おける ムス リム 軍の 勝利は、 マディーナ におけ 
る 彼らの 最も 手強い がであった 偽 信を たち、 あるいは ユダヤ人 教徒 
と盟 おする 名目 的な ムス リ ム たちの 弱体化に っながり ま した。 そし 
て ー ホでは この 滕利 により、 ムス リ ム はより 強力に なった のでした。 
この 出み 事の 後、 預言者 （幾） は ユダヤ教 徒の バヌー •カ イヌ々 一 
ウ 族を 巿獄こ 集めて、 彼らの 前で こう 言いました： 

レ スヌー. カ イヌ カー ウ 族よ。 クライ シュ 族が 被った ような 目 
に 遭う 前に、 を 意す る の だ。 イス ラームを 受け入れよ。 あなた 方は、 
私が あなた ホの 啓 典に 記されて いる 預言者で ある こと を かってい 
るの だから。 J 

しかし 彼らは それを 拒み、 化 岸な 態度を 取りました。 この こと 
により、 かの アッ ラーの 御言 葉が 下った のです： 

< 信仰を 拒 巧す るを たちに 言って やる がいい。 「あなたち 
は （現世では） 敗北: し、 （来世では） 地獄に 集合 させられ 
よう。 何と ひどい 行き 所で ある ことか。」 両軍が 遭遇した 
時、 そこには みしる しが あった。 ー ホは アッ ラーの 道の た 
めに 戦う 軍勢、 もう 一ち は 不信仰を の 華 勢であった。^ (イ 
ム ラーン 家 章 3: じ， 13) 

バヌー •カ イヌ カー ウ 族は マディーナの ユダヤ教 をの 中で、 真 
っ 先に アッ ラーの 預言者 （繼） との 協 おを 破った 者たち でした。 そ 
こで 預言を （鑛） は 彼らが 無条件を 伏す る また 彼らを 包囲し まし 
た。 一方 ク ライ シュ 族は バ ドルでの 敗戟 後、 マディ ー十の ムス リム 
国家に 対する 報復の ための 遠征 资 をに アブー •スフ ヤーンの 資財を 
投入し ました。 そして 巧 暦の 5 年、 マッカの 民と その 同 盛を たちを 
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勘 員しっっ、 今度は 3000 《の 兵力で マデイーナ 郊外まで 迫り まし 
た。 

マッカからの 進軍の 知らせを 蘭いた 預言者 （幾） は、 それに 呼 
応 して 700 ぶを 引き連れて マデイーナを 出発し ウフ ド 山で 彼らを 
待 も 受け ま した。 その 翌朝 マッカの 多神教 徒たち は巧學 をし かけて 
きました が、 ムス リム 軍の 弓に よる 迎 巧で 大きな 被害を 出し、 巧 退 
されて しまい ま した。 しかし それに 乗じて ムス リ ム 軍が 追い討ちを 
かけよう とし、 ちの お 手たち が 自分の 持ち場を 離れた ところ、 マッ 
力 軍の お 馬 おが 手薄に なった ムス リ ム 軍の 側面を っいて 逆 裳して 
きました。 これにより ムス リム 軍は 混乱に 陥った のです。 あるを た 
ちは 碧を 築こうと しました が、 切り崩されて しまいました。 それで 
も 預言者 （幾） と 彼の 一派は、 敵の 縣馬 兵のを 巧から 安全な ホ ホ ド 
山の 麓を 何と か 確保 しました。 一ち で マッカ の 多神教 徒 側 も 損失は 
大きく、 それが 上の 被害を 与える 事が 出来ない まま マッカに 帰還せ 
ざるを 得ませんでした。 

預言を （幾） は 兵を 引き連れて マデイーナに 戻りました。 しか 
しその 翌日、 マッカ 軍が 態勢を 立て直して 巧度窠 来して こようと し 
ていたので、 巧言 者 （幾） は 彼らの 後に 追っ手を かけました。 これ 
を 知った マッカ 軍は 巧擊を 請め、 撤退し ました。 

ウフ ドの 戦いでは マッカの 多神教 徒たち は 数多く の ムス リム 
を 殺し ま したが、 それでも 彼らが 望んで いた マデイ ーナの ムス リム 
国家に 対するな: 定 的な 勝利には なり ませんで した。 また ムス リムた 
ら にも 回復 不能な ほどの 被害を みえた わけで もありません でした。 

それは 一時的な 力 関係の 逆転で あん 間もなく ムス リム 側は 自信と 
± 気を 取り戻しました。 
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ウフ ドの 戦いから 2 年後、 その 間 巧言 者 （幾） 自身、 あるいは 
彼の 任命した 者が 指揮官と して 率いる 遠征 軍を 派遣す る 事で、 イス 
ラーム 国家は 強化され ました。 この ことは また 預言を （幾） の 同盟 
戦略に も雜 すると 同時に、 他のを たちが マッカ 側と 盟約を 結ぶ こと 
を 阻む 効果 も ありました。 

わる 時ユ ダヤ 教徒の バヌ ー- アル = ナ ー ディ ル 族は マディ ーナ 
の 偽 信者たち の 空約束に 親され、 預言者 （幾） の 暗殺 計画に 失敗し 
ました。 それで 巧言を （幾） は 彼らに 巧を を 仕掛け、 彼らは 降が し 
ました。 彼らは 命たい をし 武器が 外の 動産を 持って マディ ー户を 
去る ことを 許して くれる よう 嘆願し、 それは 受け入れられ ま した。 

ヒ ジュラ 暦 5 年 目 の 西暦の 7 年、 今度は マディ ーナの 別の ユダ 
ヤ 教徒たち ボマ ツカの クライ シュ 族に 派遣 団 を 送り、 彼らと 協力し 
て マディーナの ムス リムを 巧が する 策 おを 彼らに 提案し ました。 そ 
れ まで マディーナの イス ラーム 国家に よって 損失と 屈辱の あき 目 
を 味わって いた クライ シュ 族は、 この 計画を 歡迎 しました。 そして 
10000 おもの 兵を 動員し、 再び アブー- スフ ヤーンを 指揮官と して 
ムス リムら の 壊滅を 狙い ま した。 
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それを 闆 いた 預言を （幾） は、 マディーナ 周のに 坚礙を 掘る よ 
う 命じました。 そして 自ら も その 作業に 加わり、 全 ムス リムが それ 
に 参加 して 一緒に 作業す る こと を 奨励 しました。 

マッカ 軍が マディーナに 到着した 頃、 墅壤は 完成し ました。 マ 
ッカ 軍は マディ ーナ の壁壤 かに 宿営し、 約 2 週間に 渡って 包 西を 続 
けました。 彼らは 幾度ろ、 壁壤 越えを 試みました が、 それは 失敗し ま 
した。 そうする 内に 彼らの 馬の 飼い葉 も 底を ついて きました が、 預 
言 者 （幾） はこの 好機を 狙って お 軍の 間に 不和を 生じさせる ことを 
試み、 そして それは 成 巧し ました。 まず ユダヤ教 徒たち が マッカ 軍 
から 離れ、 か！/ 、で その他の アラ ブ 部族 同盟 も 同様の 巧 動 に 出 ま した。 

が 巧の 化しの ない 包囲の 中、 ある 厳しい 寒さの 嵐の 夜に、 アブ 
一 •スフ ヤーンは が 退を みを しました。 彼は、 今や 非常に 強大と な 
った 預言を （幾） の 基盤を 筋す 望みを 失って いました。 預言者 （幾） 
はこの 年な 蜂は もはや クライ シユ 族が マディーナに 攻めて くる 事 
はなく、 むしろ これからは ムス リム 軍が 彼らに 対する 巧 勢に 出る 旨 
を ムス リムたち じ 伝えました。 そして その 言葉 通り、 彼らが マディ 
ーナに 攻めて くる こと は それが 降 あり ませんで した。 その 後攻 巧を 
仕掛けた のは、 マッカ 開が の 年の ムス リ ム たちだった のです。 

このよう な 中 マデイーナの 偽 信者 達は、 マデイーナの ムス リム 
国家を 何とか 切り崩そうと 懸命に なって いました。 彼らの 目的は 預 
言 者* (鑛） とその 教 友たら に 終焉が 訪れる 事であった ので、 ウフド 
の 戦いの 際は 彼らを 見捨てて が 退し また ユダヤ教 徒たち とその 点 
において 協力 関係に ありま した。 

ユダヤ教 徒の バヌー •クライザ 族は 先の 莖 填の 機い において マ 
ッカ 軍と 共謀す る 事に より、 従来の 預言者 （幾） との 盟約を 破棄し 

ましたが、 それは 彼ら 自身を 破が へと 導きました。 

バヌ ー. クライザ 族の 終焉 後の 半年 間、 預言を （幾） は 化の 多 
神 教徒の アラブ 部族を II 擊 しま した。 
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ヒ ジュラ 後 6 年 目にあた る 西暦 628 年、 預言者 （幾） は ムハー 
ジルー ン （マッカからの 移住を たち） と アンサー ノレ （マデイーナの 
援助 者たら） らと ホに、 ウ ムラ （マッカへの 小 巡礼） を 行う ことを 
決' むしました。 彼らは その 道中、 アル =フ ダイ ビー ヤ という 地に 宿 
営し ま した。 ところが ク ライ シュ 族は 更 なる 屈辱を おわ わ される こ 
とを 恐れ、 彼らが マッカ 入りす る 事を 拒否し ました。 すんなり 彼ら 
を マッカに 入が させたら、 ムス リ ム たちが 力ず く で マッカに 入った 
と 他の アラ ブ 部族に 思われて しまう、 と 考えた のです。 マ ッカ 側は、 
彼らの みがを 伝える 代表 面を ムス リ ム たちに 送り ま した。 その 数日 
後、 今度は 預言を （纖） が ウス マーン （旅） を マッカに 派遣し まし 
た。 すると 間もなく、 ウス マーンが マッカで 殺された と言う 嗔が流 
れ ました。 預言を （纖） は、 ムス リムたち とその 報復を 誓い 合い ま 
した。 これが レス イア •アル =リ ド ワーン （お 悦びのを 約）」 と 言 
われる ものです。 その 命を の 理由は、 教 友たち が 預言者 （鑛） と 誓 
おした こと に 関し ア ッ ラーが ク ルアー ンの 中で かれの お说 びの 旨 
を 述べられた ことによってい ます。 しかし 結局 その 曝は 間違いと い 
うこと が 判明し、 クライ シュ 族の 派遣 団は 預言を （幾） と講巧 条約 
を 締結す る 運びと なりました じれが 歴史上 け ル =フ ダイ ビー ヤ 
谤約 J として 知られる ものです)。 こうして マッカ •マデイーナ 間 
の交截 状態は 終わり、 その 裂 年の 西暦 629 年、 ムス リムたち は 協約 
通り ウ ムラ （小 巡礼） を 実施ず る ことが 出夹 ました。 

わる 種の 教 友たち は クライ シュ 族と 戦闘を 切望して いたので、 
この 協約は 彼らに かする 大きな 譲歩で あると 当 巧 不满を 抱いて い 
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ました。 しかし 結果 的には 彼らは それを 受け入れ、 彼らが アツ ラー 
とその 預言を ( M ) の 命令に 従 煩で ある ことを 立証し ました。 この 
協約には また、 ムス リムに なりた レ、 者は そうする 自由が あり、 ある 
いは それを 望む をは 自由に 預言を （幾） と 同盟す る ことが 出来る と 
いう 条項 も 含まれて いました。 
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この 協約の 結果、 クライ シュ 族の 勢力は 衰退し ました。 何人も 
の マッカの 有力者が イス ラームを 受け入れ、 クライ シュ 族は 更 なる 
屆辱 的が 態に 陥る ことにな り ま した。 


クライ シュ 族は 協約に よって 隊商の 安全を 得ました が、 その 一 
ホムス リムの 数が 急増す る ことまでは 予想して いません でした。 協 
おの 大まかな 巧容 はな 下の ような ものです： 

「ム ハン マ ド- ブン. アブ ドッ ラーと ス ハイル •ブン •ア 
ムル （クライ シュ 族の 長） は 合意す る。 今後 10 年間 戦閱 
は 放棄され、 また 敵対 的 巧 為 も 停止され る。 ただ クラ イシ 
ュ 族の 者で 許可な く ム ハン マ ドの 元へ 赴く をが あれが ム 
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ハン マ ドは 彼を マッカに 送還す る。 一方 ム ハン マ ドの ま 持 
者の 者で クライ シュ 族の 元へ 赴く をに ついては、 送還し な 
くても よしと する。 相互に お 対 •的 行為を 放棄し、 また 巧に 
そのよう な 行動に 出たり 悪い 意図を 持ったり しても いけ 
ない。 ム ハン マ ドと 谅約や 同盟を したいを はそう する きが 
出来、 同様に クライ シュ 族と そうした いを もそう する 事 か 
ら巧 げられ る ことは ない。 J 

ただちに フ ザーア 族は アッ ラーの 使徒と の 協約を 締結し、 他 ホ 
バヌ ー. バ クル 族は ク ライ シュ 側に つきました。 また ク ライ シュ族 
は 預言者 （纖） 側に その 年に マッカに 入る ことを 禁じました が、 そ 
の 変 年には 3 日 間 だけ マ ッ 々に 滞な する 事を 許す 旨を たえて きまし 
た。 


この 出 お 事の 前、 教 友たち は 預言者 （幾） が マッカに 制圧 者と 
して 入城す る 夢を見た ことを 聞いて いたのた マッカ 制圧に 関して 
何の 疑い も 持って いません でした。 しかし 預言を （幾） が 講和の た 
めに クライ シュ 族に 有利な 条件で 譲歩した ことた 惹気 消な: してし 
まいました。 そのよう ながが にある 時、 マデイーナへの 帰途で 預言 
を （幾） にク ルアー ンの 「滕 利の 章」 が 啓示され ました。 

< 実 にわれ ら （アッ ラーの こと） は、 あなたに 明白な 勝 
利を 授けん それは アッ ラーが、 あなたの 今までと これ か 
らの 罪を お赦 しにな り、 また あなたへの 恩恵を 成就され、 
そして 正しく 真っ直ぐな 道へ とお 導き 下さる ようにで あ 
る。^ (勝利 章が： しの 

そして アッ ラーは、 その 使徒との ちいを 巧った をたら にご 满悦 
にな られた 旨を 巧ら かに さ れま した。 

4^ 実に あなたに 忠誠を をう をは、 アッ ラーに お 誠を 舊う 
をで ある。 アッ ラーの 御手は 彼らの 手の 上に あるの だ。 > 
(勝利 章 8 : 1 が 





さて 協約の 後、 クライ シュ 族と 同盟 関が にあった バヌー • バク 
ル 族は 預言者 ムハンマド （幾） と 同盟を 結んで いた フザ ーア 族を 巧 
巧し ました。 この 出来事に より 休戦 条 おは 破られ、 預言を （幾） は 
条約の 解約を 通告し ました。 それから 巧 かにに 準備を 進め、 預言を 
(幾） は その 翌年 10000 おを 従えて マッカに 進軍し ます。 ア ブー- 
ス フ ヤーンら マッカの 指導者た ちは マ ッカの かで 彼らを 出迎え、 正 
式に 絳伏 しました。 そして 預言を ( M ) は マッカの 民を 全面的に 恩 
赦 する こと を 約束し ま した。 彼らの マ ッカ 入城の 除には 2 ぶの ムス 
リムと 28 《の マッカの 多神教 徒が 殺され ましたが、 その他に 目立 
った 抵抗はありませんでした。 また ムス リ ム たちに 巧し 裏切りを 働 
いていた 者たち は 思 敵から 除外され てい ま したが、 その内の 何ぶ か 
は その後 赦免され ました。 巧言を （幾） はな 前 追い出される 格好で 
マッカを 出て 行った のです が、 今度は 勝利者と して 故郷に 帰還した 
おとなり ました。 また 強制し なかった にも 関わらず、 マッカの 大半 
の 者たち は イス ラームに 帰化し ま した。 

巧言を （幾） は 18 日間 ほど マジ カに 滞在し、 当地の 巧 政 的 問 
題に とりかかりました。 また カ アバ 神殿を 始め、 全 マッカから 偶な 
を 一掃し ました。 

マッ々 解放 後 今度は フナイ ンの戰 いが 起こり ま したが、 最後に 
屈強な 敵は 根絶やしに されました。 預言を （綴） の イス ラーム 国を 
は アラビア半島 において 確立を 見、 殆どの アラブ 部族は マデイーナ 
に 代表団を 派遣 して イ ス ラームへの 帰化を 表 巧し ま した。 

この 前年、 ウ ムラ （ル 巡ネ し） を 果たさず して マデイーナに 帰還 
した ことに 当初 納得の いかなかった 教 友たち も、 この 時に なって よ 
うやく アル =フ ダイ ビー ヤの 協約の 裏に 隠された 偉大な 英知を 実 
感 しました。 というの も イス ラームへの 改宗が 激増した のは、 実に 
その 協約が 降の ことだった からです。 こうして 彼らは ア ノレ =フ ダイ 
ビー ヤの裕 約を 讚え たのでした。 
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a 言 者 伝の 注釈で 有名な イマーム •アル =ズ フリーは、 この 偉 
大な 出来事に っいて 次の よう に 述べて います。 

「イス ラームに おいて、 こ れな 上に 偉大な 勝利は な かった。 
戦争状態に ある 時、 人々 は 互いに 知り合う きがなかった。 

しか しか 戦を 約が 締結 さ れて 戦争が 休止 した 時、 人々 は 平 
おなが 況の 中で 互いに 知 り 合う 事が 出来た の だ。 そ して イ 
ス ラームを 提示され た 者は もはや 改宗を ためらわ なかっ 
た。 そして たった 2 年間の 間に、 ムス リムのを は势: 倍に も 
增 加した ので ある。 J 

預言者 伝の 著を である イブ ン •ヒ シャームは、 この アル =ズフ 
リ ーの 言葉を 裏が ける おでこう 言いました： 

「アツ ラーの 預言者 （幾） は、 1400 人の ムス リムを 率い 
て アル =フ ダイ ビー ヤに 向かった。 そして その 2 年後の マ 
ッカ 解放の 年、 彼は 何と 10000 人を 率いて 進軍した ので あ 
る。」 22 



の イブ ン •ヒ シャームの 預言を 伝、 第 3 卷第ぉ 3 ページを お 





西暦が 2 年、 預言を （幾） は ハ ツジ （大 巡ネ し） を 計画し 人々 
に 彼と 共に 巡礼に 参加す るよう に 呼びかけました。 7 万人と も 10 
万人と も 言われる 人々 が、 彼と 共に 巡礼した と言われて います。 そ 
の 際、 預言を （幾） は 「別離の 説教 J としてよ く かられて いる 演説 
をし ました。 その内を はが 下に 示す 通りです： 

「人々 よ、 よく 聞く の だ。 この 年が 後、 私は あなた 
ちと 装に いるかな からない の だ。 

人々 よ、 閱 くの だ。 わなた ホの 生命 も 財産 も、 この 
国に おける この 日、 この 月 の 神聖 さと 同様に 神聖 な ものな 
の だ。 


(イス ラームな 前の） 無明 時代の 諸事は、 全て 私の 足 
下で 破棄され た。 無ぶ 時代の 血の 復替 は、 廃棄され た。 こ 
れが 適用され る 最初の 例は、 バヌ ー- サア ド 族に 育てられ 
フ ザイルに 殺された ラビ ーア. ブン .アル = ハーリスの 息 
子の 件で ある。 また 無 お 時代の 利子 も 廃止された。 これが 
適用され る 最初の 例は、 アル = アツ バース •ブン •アブ ド 
ル ムツタ リブの 利子の 件で ある。 それは 全て 放棄され る。 

また 女性に おいて、 アツ ラーを 畏れよ。 あなた 方は ア 
ツ ラーの 契が の 下に 彼女ら を娶っ たの あり、 また アツ ラー 
の 御言 藥に おいて 彼女ら の あ 体を 合法的な ものと したの 
であるから。 あなた 方は 妻に 対し、 彼女ら が あなた 方の 褐 
に 別の 者を 寝させない 権利を 有する。 も し 彼女ら がその よ 
う な 事を したなら も あ なた ホは 彼女 らを 罰しても 良い が、 
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度が過ぎない ようにせ よ。 また 彼女ら は あなた 方に 対し 
を 事と 衣服を 適切な 形で 与え られる 権利を 有する。 



おは あなた ホに、 おの （死） 後 も それを 固ず している 限りは 迷 
いちる こと のない ものを 巧 した。 それは ア ツ ラーの 害 （ク ルアー ン) 
である。 あなた ホは 審判の 日 おにっ いて 尋ねられ るが、 一 か あなた 
ホは その 時 どう 言う のか？」 

聰 ホは 言いました。 「あなたは 確かに、 あなたの 主からの メツ 
七 ージを 伝えられました。 また （使徒と しての 役割を） 果たされ ま 
した。 また あなたの お 同体に （誠実な） あ告 をされ ました。 J 

すると 預言を （幾） は 人差し指を 空に 巧け て 指し それから 聴 
巧に 向けて、 「アツ ラーよ、 記 人 たれ。 アツ ラーよ 証人 たれ。」 と 3 
回 操り 返しました。 23 

そして 預言者 （幾） は 説教を 続けました： 

「アツ ラーが 天地を 創造され た 時と 同じ 原初の 形に 時間 

は 戻った。 つまり 1 年は じ ヶ月 あり、 その 巧 4 ヶ月は 神聖 

な 月 である。 つまり それら は ズー ♦アル = カアダ 月、 ズー- 


の ムス リ ム 真正 ハディ ース 集： ハ ツジの 章 147 






アル = ヒ ツ ジヤ 月、 そして アル =ム ハツ ラム 月 の 連続した 
3 つの 月と、 ジュ マーダー •アル = サーニ ー月と シャ アバ 
ーン 月の 間の ム ダル 族 （に 化って 命名され たと ころ） の ラ 
ジャブ 月で ある。 J 



それから 預言者 （鑛） は 言った。 

「今は 何月 か？」 

聴み は 言った。 「アツ ラーと その 使徒が 最もよ くご 存知です。 J 

預言者 （幾） は それから しばらく か熬 したので、 私たちは 彼が 
それに 何 力 > 新 しいぶ 前を 付け るので はと 思った。 それ か ら 彼は 言つ 
た： 


「 ズー •ア ル = ヒ ツジャ 月だろう？」 

聴 ホは 言った。 「そうです。 J 

預言者 （彼に アツ ラーからの お 福と 平安 あが はまた 言った。 
「今日は 何の 日 か？」 

聴み は 言った。 「アツ ラーと その 使徒が 最もよ くご 存知 でん J 
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巧言を （幾） は それから しばらく 化熬 したので、 私たちは 彼が 
それに 何ろ >新 しいぶ 前を 付ける の では と 思った。 それ か ら 彼は 言っ 
た： 

「ヤ ウム •アル =ナ フル （屠殺の 日） だろう？」 

聴衆は 言った。 「そうです。 J 
それから 巧言 者 （幾） は 言った： 

「あなた 方の この 日が、 あなた 方の この 町、 あなた 方の こ 
の 月 において 神聖で あるよう に、 あなた ホの 生命と 財産と 
《誉も 神聖な ので ある。 あなたち は 必ずや あなた 方の 主と 
面会し、 そして あなた おの 行った きに ついて 訊ねられる だ 
ろう。 私の 廓） 後、 互いのを を 討ち あう 不信仰を に 舞い 
戻って しまわな いよう、 気を付けよ。 今 この 場に いる 者は 
不在だった 者に この 事を 伝える の だ。 伝えられた 者の ホが、 
伝える をよりも よく 理解す るか も しれな!/ 、の だから。」 

こう して 預言者 （纖） は、 人々 に 巡 化の 儀式と その 巧惧を 示し 
つつ、 ハ ツジを 完遂し ました。 その後 間もなく して 彼は マディーナ 
へ 帰還し、 シリアへの 遠征 軍を 徴集し ました。 

巧言を （幾） は マディーナに 戻った 後、 自分の 使命 も 終わりに 
近づいて いる ことに 気づき まし も 彼は、 預言者と しての 使命に あ 
っ たの 年間に 渡って 成 巧に 次ぐ 成功を 授けて 下さった アツ ラーを 
讚美す る 生活を 過ごしました。 ムス リムの 数は 激増し 、 マ ディーナ 
を 訪れる 代表団が 途切れる 事はありませんでした。 

また 彼は、 アラブ 及び 非 アラブの 王 や 統治者たち へ イス ラーム 
の巧教 目的で 使節を 派遣す る 一方、 遠征 軍 も 送り 続けました。 そう 
する うちに 預言を （幾） は 病に 冒され、 別雕の 巡礼から マディーナ 
に 帰還 後 4 ヶ月 目で 息を 引き取りました。 
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預言を （幾） はヒ ジュラ 暦 
11 年の ラビ ー ウ • アル = アウワ 
ル 月に、 ウサ ー マ •ブ ン* ザイ 
ドを 司令官と して 700 ぶの 兵 ± 
から なる 遠征 葦を パ レス チナの 
バルカと ダル ムの 地に 派遣して 
いました。 それは がが 的な 行動 
を おり 始めた ローマ 軍に かして、 
イ ス ラーム 国家の 力を 誇示す る 
ためでした。 しかし 遠® 軍が マ 
ディーナから 出発して 僅か 3 マ 
イノ レの 所で、 軍は 預言を iM ) 

う S 危 驚との 報を 受けました。 

彼らは 野営して 更 なる からせを 待ちました が、 間もなく 彼の 逝 
まのから せが 届きました。 ウサ ー マら は 遠征の 旅を 続行し ま したが、 
これは 新 カリフ ♦ アブー •バ クル •アル = スイ ッ デイ ークの 治世 下 
での 最 巧の 遠征に なり ま した。 

預言者 崩 巧の 棋子 

預言者 （幾） の 崩御は、 ムス リムに 大きな 衝 巧を もたらし まし 
た。 

死の 苦しみが 震い、 彼の 健康が 衰え 始めた とき、 彼は 最 をの 妻 
アー イシ ヤ （够>) の 部屋に いました。 その 時 彼女の 兄弟の アブ ドッ 



アツ ラーと その 巧ち を 觸& とは 巧 か マ 





ラフ マーンが、 ミス ワーク （齿 磨き 用に 使う 木の が を 手に やって 
きました。 アー イシ ャは 預言者 （幾） がそれ を 欲して いるのを 察知 
し 彼に それを 指して 尋ねる と、 彼は 頒き ました。 アー イシ ャはそ 
の ミス ワークの 端を がんで 柔らかし 彼に 渡しました。 

また 彼の 近く には、 水が 入った 洗面器が 置いて ありま した。 彼 
は そこに 両手を 入れ、 その 濡れた 手で 顔を 洗う と、 こ う 言いました。 
「アツ ラ ーが 外に 崇拝すべき 神は なし 実に これは 死の 苦 しみ も」 

そして 手、 あるいは 人差し指で 空を 指しました。 彼の 声は 非常 
にお々 しく なって いました が、 アー イシ ヤは 彼が 繰り返しこう 言っ 
ている のを 聞きました： 

「(私を） 祝福され た 預言者た ちと 真実のを たち、 そして 
确教 者たら と 正しい 者たら とともに （あるよう にして 下さ 
い)。 アツ ラーよ、 私を お赦し 下さい。 私に お 慈悲を 垂れ 
て 下さい。 私は 彼 ら 高貴な 者た ちと 共に ある こと を 選ぴま 
す。 アツ ラーよ、 髙を なをたち と！」 

教 友たち のがが に対する 反 お 

預言者 （幾） の 崩御のから せは、 直ちに マディーナの 隅々 に ま 
でに がり ま した。 暗い 悲 嗅が マディ ーナの あらゆる 場所を 満たし ま 
した。 教 友の アナスは こう 言って います。 

「アツラ^の使徒 （纖） が マディーナに やって来た 日 ほ 
ど 明るく 素晴らしい 良い 日はなかった。 そして 彼が 崩御 
した 日 ほど、 暗くて 辛い 日はなかった 。 J 

預言を （幾） の 娘の ファーティマ （獻} は 言った。 

「お父さん！ そのが 顧を アツ ラーが お答えに なられた ホ。 

お 父 さん！ その 住まいが 天国に ある 方 •-。」 24 


アル =ブ ハー リ ーの 真正 ハディ ース 集、 第 2 卷 641 




ヨハネ 伝 14 : 15-16 

「私を をす るなら ば、 おの 命を 守れ。 そう したなら ば おは 
神に 巧り、 あなた 方と 永遠に 共に ある だろ うもう 一人の 慰 
撫 をを 与えられよう。」 


イス ラームの 神学者た ちは 「もう 一人の 慰が 者」 とは アツ ラー 
の 使徒で ある ムハンマド であり、 「ずっと 一緒にい る」 とは、 その 
聖 をと 生きち （シャリー ア） と 彼の 授かった 啓示 （ク ルアー ン） の 
永遠 性で あると 述べて います。 

ヨハネ 伝 15 : 26 —の 

「 しか し 父、 ある いは かれの 御 許から の 聖盡の 下 か らおが 
送る 慰撫 者が あなた 方の 下に 到夹 したなら ぱ 、彼は おを 証 
言す るだろう。 また あなた ホ も 私と ずっと 一緒だった の だ 
から、 証言す るだろう。」 

ヨハネ 伝 1 目： 5-8 

「しかしもう 私は、 私を 遣わされた 巧の 御 許へ 赴かね ぱな 
ら ない。 そして あなた ホは 誰も 「どこへ 行かれる のか ？ J 
と 訊ねない。 それは もしおが これらの ことを 言えば、 あな 
た 方の 心は 悲 しみで 満た される からで ある。 にも 関わらず 
おは 真実を 言おう： 
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おが 行かな けれ ぱ、 慰撫を も 
来ない。 そして 私が 巧け ぱ、 その 
人は あなた ホの 下に やってこよ 

5。 


私は 彼を あなた ホの 下に 送 
るであろう。 そして その 人が やつ 
て 巧れば、 彼は 罪悪に 溢れた この 
世を 非難し、 正義と 判決を 勸 める 
だろう。 J 


ヨハネ 伝 16 : 12—14 



「私には あなた 方に 言うべき ことは お 山 あるが、 あなた 方 
には ま だ それを 聞く 举備が 出 巧て ない。 しかし どう あれ 真 
実の 蓋は 到夹 する ので あり、 彼が あなた 方を 真実へ と 導く 
だろう。 というの も 彼は 自ら 話す のでは なく、 彼が 聞く 全 
てを 話す からで ある。 また 彼は あなた ホに これから 起こる 
だろう ことを 示す だろう。 彼は 私から 受容し、 それを わな 
た ホに 現そう。 そして それゆえに 彼は 私を 讚え るで あろ 
ぅ。」 

ョ ハネ伝 16 : 16 

「もうす ぐ あなた 方は おを 見なくなる だろう。 そしてもう 
すぐ あなた ホは 私を 見る であろう。 というの も 私は （巧で 
ある） 父の 御 許へ と 向かう からで ある。」 

ムス リ ムの 神学者た ちは、 イエスが 前述の くだりの 中で 彼の 後 
に 到み すると チ 言 している 人物 こそ、 ア ッ ラーの 使徒 ムハンマド 





(幾） の 化には あり えない と しています。 イエスが その 到 おを 予言 
した この 人物は、 聖書の 中では み/' が J がな と 呼ばれて います。 こ 
の 単語は 後代の 解が を、 翻訳を などに よって 聖書から 削除され、 そ 
の 代わりに "真実の 蓋"、 あるいは "慰撫 者"、 あるいは "聖 蓋" と 
いっ た 言葉に 置き換え られて しまい ま した。 その 単語は ギリ シア 語 
由 おた その 意み すると ころは "人々 がその 性質を 非常に 称 貧す る 
を。 という ものです。 そして この 篡ホ こそ、 アラビア 語の ム ハン マ 
ドが 示す ところの 意味な のです。 
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お 言を （幾） の 風貌は、 その 教 友たら によって か 細に 渡って 伝 
えられて います。 

巧 音を の 巧 

預言者 （鷄） の 顔は 美しく、 清く、 まるで 太 曝 か 月の ような 丸 
顔で した。 ちべば 満月 のよう に 婿き 、怒った とき には 紅潮し ま した。 

アル =バ ラー （典） はこう 伝えて いまち： 「預言を 
(幾） はお 顔 も その 人となり も、 人々 の 中で 最高の お 方 
だった。」 そして その 顔は 刀の ようであった のか、 と 訊か 
れ たも 彼は 「いや、 満月の ようだった。 J と、 あるいは 
「月の ように 丸い お 顔だった。」 と 答えました。 

アル = ラ ビー ウ • ブン • ム アツ ウイ ズ （冷） はこう 
たえて います： 「もし 彼を 見たら、 あなたは "太 曝が 輝い 
ている" と 言った でしょう。」 

ジャー ビル- ブン- サム ラ （無） は 預言者 （纖） の 
顔に っいて 訊ねられて、 こう 言いました： 「(彼は） 太陽 か 
满月 のよう だった。 私は 彼が 赤み を 帯びた ホ 服を 着て いる 
のを 見た 時、 彼を 月に 形を した。 しかし 私に とっては、 彼 
は 月に も 勝る お ホであった。」 （ミ シュ カート •ア / レ = マサ 
ー ビーフ 2 : 518 より） 

またも し 彼が 顔に 汗をかいたならば、 その あご 溝は 真 蘇の 粒の 
ように 輝きました。 そして 彼の 汗の 巧 香は 廚 香よりも 芳しかった と 
いう ことです。 
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また その 穎は 柔らかく、 額は ぶく、 眉毛は 細く ち 形でした。 眼 
は 大きく、 瞳は 漆黒で ある 一 お、 白目の 部分には 庆 かに 赤を も 混じ 
って おり、 また 睫毛は 長かった と言われて います。 

そして その 典 筋は 高く、 口は 大きく、 お 間には 隙間が あった と 
のこと です。 彼が 微笑む とその おは 小さい 覆 （ひよう） の 粒の よう 
に 光り、 彼が 話す 時には それが まぶしく 輝いた といい ます。 

彼の あご おは 黒く、 そして 渡く 、胸の 辺りまで をって いま した。 
ま た 耳た ぶと 頸の 巧り に、 何 本 か だけ 白髪が あった とおえ られ てい 
ます。 


頭、 首、 « の 毛 

彼の 首は 長く、 頭は 大きかった と言われます。 髪の毛は 軽い 巻 
き 毛た 真ん中で 分けてい ました。 また 時には 髮の 毛が 両 肩まで、 
ある いは 吾た ぶの a りまで 届く 位に 伸ぱ し 続けた り もし ま した。 が 
の 上の 辺り に少 々の 白髪が ありま したが、 髪の毛と あ ご 燃を 含めて 
白 髪は 20 本が 上はなかった と 言われて V 、まも 


手を 

骨太た ひじ、 肩、 膝、 そして 手首は 大きく 太かった と言われ 
まも また 手の平と 足 も 大きかった そうで も 腕は 太く、 毛深く、 
また かかとと ふく ら はぎは 薄かった そうです。 彼の 肩 もまた にく 毛 
深った よう です が、 広い 胸には へその 辺り までつな がる 一筋の 毛が 
あつ た 化は 胸毛がなかった と 言われて います。 



中肉中背で、 体が 曲がったり はして いません でした。 彼は 背が 
高かった わけでは あり ません が、 平均より は 上であった よう です。 
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ぞ香 

多くの 教 友が、 預言者 （幾） の 体から が たれる いかなる 香水よ 
り も 芳しい 芳香に っいて 伝えて いまち 

アナス （成） はこう 伝えて います。 「おも 預言者 （幾） の 汗 
の 香りよりも 芳しい » を や 香水を かんだ ことは ない。 また ジャー ビ 
ル （咎） はこう 伝えまず。 「その 香りは 彼が 立ら ちった 後に も 残っ 
て L 、たので、 を 気の 句い によっ て 彼が どの ホ 向へ 行っ たかが 分かる 
くらいだった。」 また 彼は こう も 伝えて います。 r 彼が もし 人と 握手 
したならば、 彼の 汗は その 男の 手に 丸一日 残った。 また 彼が 子供の 
頭を 撫でたならば、 人々 は 彼の 頭に その 香り を 感じた もので あっ 
た。 J また ウン ム •スライム （賊 は 預言者 （繼） の 汗を 小瓶に 集 
め、 それを 香水と 混ぜて いました。 

歩き ホ 

彼は しっかり と 早足で 歩きました。 足を 髙く 上げて 毅然として 
歩き、 また まるで 地面が 彼に 捲り 上げられ るかの よう に 素早く 歩い 
たそうです。 また 振り向く 時には 体 全体で 振り向きました。 また ま 
るで 歩き疲れが 全く ないかの ようで、 また 誰も 彼に 追いっけません 
でした。 アブー •フライ ラ （無） はこうを えてい ます。 「私は 預言 
者 (幾） よりも 早足のを を 見た ことがない。 まるで 地面 自体が 彼の 
ために 捲り 上げられ るかの ようだった。 私たちは 彼に っいてい くの 
に 精一が だった が、 彼 自身は ごく 気楽な 様子だった。」 

声と おし 方 

少し 大きめ の 声で、 弁舌は 錐 弁でした。 また 黙って いれば 厳か 
しく、 話せ ぱ 人の むを 魅了し ま した。 彼は いつも 的を ついた 話を し 
その 言葉は 明白 かっ 傑 明でした。 また 当然の ことながら、 彼は 強力 
な 演説家で も ありました。 




ま た 彼は ァラ ビァ 語に 堪能で、 あらゆる 部族の 方言 や 靴 り に 通 
じてい ま した。 彼は 彼を 接待す る 者たら の ホ 言と 訊: りで 話す る こと 
が 出来、 街 言葉に も 遊牧民の 言葉に も 長け てい まし も つまり 彼は 
遊牧民の 言葉遣いの 流頓 さと、 定住 民の 言葉遣い のが 線 さを 備えた 
のです。 そして 何よりも ク ルアー ンに 例を 見て取れる ように、 彼に 
は アツ ラーの ご 援助が ありま した。 

性格 

巧言を （幾） はいつ も 機嫌よ く、 微笑んで いました。 人から 失 
礼な 態度を がられても、 他の 多く のをの よう に それを 同様の 失ネ しな 
態度で 返したり しません でした。 傷つ けられ 害される ほど、 彼の 辛 
抱 強さは 際立ちました。 また 無知な 者に かしても、 寛大でした。 ま 
たボ 場な どで、 声を 上げる ことはありませんでした。 

彼は 2 つの 選択肢が あれば、 それが 罪に ならない 限り、 いつも 
安易な ホを 選びました。 そして 何よりも、 罪悪から 誰よりも 遠い と 
ころに ありました。 自分の ために 報復を したりは しませんで したが、 
ァツ ラーの 尊厳が 侵された 時には 怒り ま した。 

彼の 勇気と かよ 抜群た 最も 勇敢な 人物でした。 危機一髪の 時 
も 非常に 困難な 時に も、 常に 聖固 でした。 幾度と なく 勇敢な 男たち 
や 命 知 ら ずの 者たち が 彼を さ しおいて 逃 t した 時が ありま したが、 
彼 だけは がに 対 時した まま 决 して 進を 返す 事が ありませんでした。 
どのように 勇気の ある 者で も 少なく とも 一度く らいは 戦場から 退 
散したり、 あるいは 退却 させられ たりした ことは ある ものです が、 
彼に 関しては そのような 事はありませんでした。 アリー （娘） はこ 
うを えてい ます。 

「激戦に なると、 おたらは 巧言 者 （鑛) に 助けを 求めた も 

のであった。 彼は 常にが から 一番 近い 所に いた。 J (ァル = 

シファー 1 : 89) 
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また アナス （參） はこう 言って います。 


「ある 晚、 マディーナの 人たち は怪 い、 物音を 聞いて 餐 诫 
した。 人々 は 音の する ホへ 急いだ が、 預言を （鑛） は 常 
に 彼らの 前にいた。 彼は 鞍 も 付けて いない アブー •タル ゾ、 

の 馬に 乗り、 首には 剣を ぶら下げ ていた。 そして 彼は こう 
言って いた。 "怖がる のでは ない、 怖がる のでは ない。"」 

(アル = ブノ 、ー リーに よる 真正 ノ 、ディース 集 1 : 407) 

他方 で 彼 は 人々 の 中 で 最も 謙虚で、 最も 羞恥心が 強かった ので 
す。 アブー • サイード. アル =フ ドリー （破） はこ う 伝えて います。 

「預言者 （幾） は 寝を の 上の 処女より も 羞恥心が 強く、 

ま た 彼が 怒っ た 時に はおたち は そ の 表情から それを 読み 
取る 事が 出 おた。」 げル =ブ ハー リ ーによ る 真正 ハディ ー 
ス集 1 : 504) 

ま た 彼が 人の 顔を 凝視す る ことは あり ませんで した。 伏し目が 
ちで、 をよりは 地面を 見て いる 方が 多く、 人を 見る 時は ちらりと 見 
る だけでした。 人々 は 望んで、 かつ へりくだって 彼に 従いました。 
悪い 嘴を 聞いた 人の ぶを 人前で 言及す る 事は なく、 その代わりに 
「一体 これこれの 民は…」 といった 間接的な 言い回しを 用いました。 
また 使用人に 粗暴に した こと もなければ、 誰も 彼が 野蛮な 物言いを 
する のを 蘭いた 事 も わりませんでした。 

貧を や 困窮者を 訪ん 彼を 慰める のは 彼の 習 憤の 1 つでした。 
招待 されれば、 例え 巧 待 まが 奴隸 でも それを 受け入れました。 彼は 
ごく 普通の 人物で あるかの ように、 常に 友人と 共に 座って いました。 
アー イシ ャ （敵） は、 預言者 （幾） が 自分で 御: を 修理し、 自分の 衣 
服を 縫ったり 燒っ たりし、 普通の 男が 家です る ことは 何でもし てい 
た、 と 伝えて います。 つまり 彼は、 化のを と 同じような 1 人の 普通 
の 人間でした。 彼は 虫が いない かどうう > 衣類を 調べたり、 雌 羊の ミ 
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ルク を 絞ったり、 自分で 食事を 用意した りごく 普通の こと を 行って 
いました。 （ミ シュ カート ♦アル = マサ ー ビーフ 2 : の 1) 

また 彼は アツ ラーの 使徒 （幾） としての 使命を 受ける 前から、 
既に アル = アミー ン （信頼で きる 人、 誠実な 人） として 知られて い 
ました。 彼は 人からの 預かり物 や 信託 物には 細心の 注意を おい、 人 
の 権利は 十分に 満たし ま した。 彼は とて も 柔和で 従 煩な 人物でした 
が、 突然 彼を 見かける と 人は 彼に 対する 畏敬の 念を 抱いた もので し 
す こ。 また 彼を かった をは 誰でも、 彼を 好きに なりました。 あるを は 
次の よう に 言って います： 

「彼を かっ てが 来、 過 まに も 現在に も 彼 ほ どの 人物は 見た 
こと がない。」 （アル = プノ、 ーリ ーによ る 真正 ハ デイ ース集 
1 : 503 ) 







巧ち をの 奏 たち 

巧言を （幾） には、 11 ぶ あるいは じ 《の 妻が いました。 彼の 
崩御の 除な 命中だった のは、 その 巧 9 ぶです。 彼女たち は 一般的に、 
信仰者の 母たち （ウン ム ハート •アル = ムウ ミ ニーン） と 呼ばれて 
います。 その 巧 単な 紹介は かの 通りです。 

1. ハ ディージ ヤ •ピント • フヴ イリ ド （齡 

巧言を (幾) が 25 歲 のとき に 結婚 しそして イブ ラー ヒー ムを 
除く 彼の 全ての 子供を 出産し ました。 預言者 （纖） は 彼女が 生きて 
いる 間は、 化の きを 娶り ませんで した。 彼女は 夫が a 言 者と しての 
使命を 負って から 10 年後の ラマ ダーン 月に が 歳で t く なって いま 
す。 ハ ジューンに 埋葬され ました。 

2. サウダ- ピント •ザム ア （娘） 

彼女は サク ラーン ♦ブン •アム ルと いう 自分の 従兄弟と 結婚し 
ましたが、 後に 夫婦で ムス リムと なり、 迫害を ぶれて エチオピア 
に 移住 もし ま した。 マ ツカに 期間 後 サク ラーンは 死去し ま したが、 
1 ヶ月 前に 妻の ハ ディージ ャを 失って いた 巧言 者 （幾） は 彼女と 結 
婚 しました。 ヒ ジュラ 暦 54 年 シヤウ ワール 月 に 他界し ました。 

んア ー > f シヤ •ピント • ア ピー •パク ル • 

アル =ス イツ デイ ーク （辕） 


アツ ラーと その 巧ち を 讲& とは 巧 か マ 


791 



wmmm%m%m%m% 狼 鞭 %%% 


巧言 者 （幾） は サウダと 結ぱれ てから 下 度 1 年後の シヤウ！ 7 — 
ル 月に 彼女と 結婚し ました。 彼女は 預言を （繼） が 結婚した 唯一の 
処女で あり、 全ての 彼の 妻の 中で も最 をの 妻と 見られて います。 ま 
た 彼女 は イス ラーム 法学 史上 最も 学潍の ある ムス リム 女性でした。 
ヒ ジュラ 麼 57 年 ラマ ダーン 月 17 日に t ： くな り、 アル =バ キー ウに 
埋葬され ました。 

ん ハ フサ • ピント. ウマル • ブン • 

ア ル = ハツ ター ブ (艇） 

彼女の 夫は バ ドルの 役で 負った 傷が 原因で t く なった フナイ 
ス- ブン. フ ザイフ ア でした が、 ヒ ジュラ 暦 3 年 シヤア バーン 月に 
彼女の 喪が 解けてから 預言者 （難） と 結婚し ました。 ヒ ジュラ 曆が 
年 シヤア バーン 月、 60 歳の 時に マデイーナで t くな り、 ア /レ= バキ 
ーウに 埋葬され ました。 

も ザ イナ プ ，ピント， フザイマ （1；^ 

バ ドルの 戦いで 商教 した ウ バイ ダ* ブン. ハーリス （媒） の ホ 
t 人だった という 説と、 ウフ ドの 戦いで 殆教 した アブ ドッ ラー •ブ 
ン •ジヤ ハシュ （善） と 結婚して いたと いう 説が ありまち 彼女は 
ヒ ジュラ 曆 4 年に 預言者 （幾） と 結婚し ました。 彼女は イス ラーム 
な 前の 無 巧 時代に、 その 貧を に対する 哀れみの むの 強さから "困窮 
者の 母 （ウン ム •アル = マサ ー キーン）" と 呼ばれて いました。 彼 
女は 結婚して 僅か 8 力 月を のヒ ジュラ 暦 4 年 ラビ ーウ. アル =ア ー 
ヒル 月 他界し ました。 預言を （幾） によって 葬儀の 礼样が 行われた 
後、 アル =バ キー ウに 埋葬され ました。 

も ウン ム •サラマ、 又は ヒンド •ピント •アビー • 

ゥ マイヤ （敵） 

アブー ，サラマ （典） と 結婚し 数人の 子供を もう け ま したが、 
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彼は ヒ ジュ ラ 暦 4 年ジュ マーダー • アル = サーニ ー月 に 亡 くな り ま 
した。 そして 同年 シャッ ワール 月に 預言者 （鑛） と 結婚し ました。 
彼女は 偉大な を 学者で、 当時の 最も お 明な 女性と 見なされ てい まも 
ヒ ジュラ 曆目 9 年 （62 年と する 説 も あり） に 84 歳で が 去し、 アル = 
バ キー ウに 埋葬され ま した。 

7. ザ イナ プ •ビン ト- ジャ ハシュ •リ カープ （娘） 

彼女は 預言を （幾） の 叔母、 ウマ イマ •ビン ト ，アブ ドル •ム 
ッタ リブの 娘で、 初めは ザ イド •ブン •ハー リサ （碱〇 と 結婚し ま 
した。 しかし その後 2 人の 関係に 亀裂が 入り、 ザ イドは 彼女を 離婚 
しました。 ザイ ドは 従 おの アラブの 習慣に よって 預言者 （幾） の 養 
子と なっって いました が、 養父が 養子の 前 妻と 結婚す る ことは 禁じ 
られ てい ま しん しかし アッ ラーは その 従来の 俱 習を 庇棄 する ため、 
預言を （幾） が 彼女と 結婚す るよう 命じられました。 彼女は ヒジュ 
ラ 暦 5 年 ズー. アル = カ アダ月 （4 年の 説 も あり） に 結婚し、 ヒジ 
ュ ラ 暦 20 年に 享年 53 歳で 他界し ま した。 預言者 崩御 後に 最初に 他 
界 した 預言者の 妻です。 ウマル （娘） によって 葬儀の 礼拝が 執り行 
われ、 アル =バ キー ウに 埋葬され ました。 

も ジュ ヴ イリ ーヤ •ピント‘ アル = ハー リス （勝） 

彼女は ヒ ジュ ラ 暦 5 年 か 6 年の シャア バーン 月 にバヌ ー- アル 
= ムス タリ ク 族の 役で 捕 巧と なり、 サー ビト- プン •カ イスの もの 
となりました。 しかし 彼は 身代を と 引き 换 えに 彼女を 解放し ようと 
したので、 預言者 （幾） がそれ を おい、 彼女を 解が してから きとし 
ました。 他の ムス リムたち はこれ を 見る と、 バヌー •アル =ム スタ 
リ ク 族の 100 家族に も 上る 巧虜を 解が しま した。 つまり 巧言 者 (幾） 
が 彼女と 結婚した きで、 彼らが 捕 あと した 者たち が 彼の 姻が 関係と 
なった からです。 彼女は こう して 彼女の 部族に とって お 福 多い 存在 
となりました。 彼女は ヒ ジュラ 暦 56 年の ラビ ーウ - アル ニ アウつ 
ル 月 に 享年が 歳で t くな り ま した。 
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9. ウン ム •ハピ ー パ、 又は ラムラ •ピント •ア ピー • 
スフ ヤーン （驗 ^ 

彼女は、 彼女の 娘 ハ ビーバに ちなん だ このぶ でよ く 知られて い 
まも 彼女は アブー- スフ ヤーン •プン •ハル ブ という 預言者 （幾) 
の 宿が だった 男の 娘と して 生まれ ま した。 彼女は その 信仰の ために 
多大な 链牲を かい、 迫害を 逃れて 夫ウ バイ ドッ ラー. ブン. ジャハ 
シュ と共に エチオピアに 移住した り もし ま した。 その後 彼女の 夫は 
キリス ト教に 改宗して 他界し ま したが、 彼女は 自 らの 信仰を 固守し 
ま した。 預言者 （幾） は アム ル- ブン- ウ マイヤ‘ ダ ムリ を エチオ 
ピア 王の 下に 使節と して 送った 際、 当地で 未亡人と なって いた ウン 
ム •ハ ビーバに 結婚の 申 し 込みを しま した。 エチオピア 王は が 0 デ 
イナー ルの 結納金を もって 彼女を 預言者 （幾） になが せ、 シュ ラフ 
ビール. ブン- ハス ナ という 男を を 護に つけて 彼女を 彼の 元に 届け 
ました。 預言者 （幾） は ハイバルの 戦いから 帰還 後の ヒ ジュラ 暦 7 
年 サフ アル 月、 あるいは ラビ ーウ. アル = アウ ワル月 に 彼女と 結婚 
しました。 彼女は ヒ ジュラ 暦が 年、 あるいは 44 年に t くな り まし 
た。 


10. サフ イー ヤ -ピント* フ ヤイ • ビン • ア フタ プ （峻^ 

彼女は ユダヤ教 徒の バヌー • アル =ナ ディール 族 首長の 娘た 
預言を アーロン レ、 ー ルー ン） の 子孫でした。 彼女は ハイバルの 戦 
いで 捕虜と なり、 その 地 化に より 預言を （幾） に 与えられ まち 彼 
が 彼女に イス ラームに 帰化す るよう 言う と、 彼女は それを 受け入れ 
ました。 こうして 彼は 彼女を 解放し ヒ ジュラ 暦 7 年 ハイバル 制圧 
の晚に 彼女と 結婚し ま した。 彼女の 亡く なった 年は はっきり せず、 
ヒ ジュラ 暦 36 年、 卵 年、 52 年な どの 説が あります。 アル =バ キー 
ウに 埋葬され ました。 
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IL マイ ム ーナ- ピント* アル = ハーリス • 

了 ル = ヒラー リ ーヤ （族） 

彼女は アル = アツ バースの 妻、 ウン ム •アル = ファ ドル. アル 
=ク ブラー • ビン ト. アル = ハ^ ー リス* ア ル = ヒラ^ ー リ ' ー ヤの姉 ホ 
でした。 預言者 （幾） が 彼女と 結婚した のは ヒ ジュラ 暦 7 年 ズー- 
ァル = カ ァダ 月の ことで した。 彼女は マツ カ 郊外 9 マイ ルの 地点に 
ある サル フ という 場所に おいてを られま したが、 t くな つたの も そ 
の 同じ 場所でした。 その 没年には 諸説 あり、 ヒ ジュラ 暦 38 年 ある 
いはが 年 あるいはが 年と も 言われて います。 埋葬され たの もまた 
その 地で あり、 彼女の 埋葬地は 現在に 至っても かられて います。 

これら 11 おの 女性たち が 妻であった ことは 確を 的です が、 一 
方 ライハ ーナ- ビン ト •ザイ ドが ヒ ジュラ 曆 6 年の ムハツ ラム 月に 
預言を （雜） と 結婚した という 説 もあります。 彼女は バヌー •ァル 
= ナディ ー ノレ 族 出身で、 バヌー •クライザ 族の 男と 結婚して いまし 
た。 しかし バヌー •クライザの 役の 後、 巧言を （幾） は 彼女を 自分 
の ものにし たと も 言われ ますし、 解放せ ずに 女中 としたと も 言われ 
ています。 彼女は® 言 者 （幾） の 別 雕の巡 ネし後 まもなく 化 巧し ァ 
ル =バ キー ウに 埋葬され ま した。 

また 預言を （難） には、 マー リヤ •ァル = コブ ティ ーヤ （コ 
プト 教徒の マー リヤ） という 女 奴 鎌 もい ました。 彼女は エジプト 王 
ム カウ キスの 預言を （幾） への 贈り物で、 預言者 （幾） の 息子 イブ 
ラー ヒー ムを 出産し ま した。 彼女は ヒ ジュラ 暦 15 年 または 16 年に 
他界し、 やはり アル =バ キー ウに埋 誰され ました。 
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巧言を の 子供たち 


彼には 計 7 人の子 供が いました え ミ、 イブ ラー ヒー ムを 除いては 
皆 ハ ディージ ャ （ Ij ^) 力、 らの 子供で も が 下に その 槪 略を 示し まし 
ょう。 

1. アル = カース イム 

彼は 長男で したが、 2 歳のと きに 夭 巧し ました。 預言者 （幾） 
は アブー •アル ニ カース イム （アル ニ カース イムの 父親） と 呼ばれ 
てい ま した。 

2* ザ イナ プ 

長女で、 アル = カース イムの 後に 誕生し ました。 叔母の ハー 
ラ •ビン ト- フワ イリ ドの 息子で ある アブー •アル = アース •ブン • 
ラビ ーァと 結婚し ました。 ァリーと いう 息子と ウ マー マと いう 娘が 
いました が、 ウ マー マは 巧言 者 （幾） の礼挥 中に 彼の 膝の 上に 乗せ 
られ ていた こ とが あった という 伝承が 残って います。 マディーナで 
ヒ ジュ ラ 暦 8 年 和めに 亡く なり ま した。 

ん ル カイヤ 

彼女は ウス マーン •ブン •アツ ファーン （雄 0 と 結婚し ました 
が、 息子の アブ ドツ ラーは 6 歲 のとき 雄鶏に 目 を 突る、 れて 亡くな 
ってし まいました。 彼女は バ ドルの 役の 最中に t く なり ま したが、 
ザイ ド. ブン- ハー リ サが 勝利の 知らせと ともに マディーナに 到着 
した 時には、 既に 彼女の 埋葬は 終わっ いました。 

ん ウン ム •クルス ーム 

ル カイヤの 巧を、 バド ルから 帰還した 預言者 （繼） は、 彼女を 
ウス マーン- ブン- アツ ファーンに 嫁がせ ま した。 2 人の 間に 子供 



は 出来ず、 彼女は ヒ ジュラ 暦 9 年に 亡くなり、 アル =バ キー ウに埋 
葬され ました。 

も ファー テ イプ 

ホ 娘で、 バ ドルの 役の 後に アリー • ブン •ア ビー •ター リブ (娘) 
に 嫁ぎました。 アル = ハ サンと アル =フ サインと いう 息子 2 人、 そ 
して ザイ ナブと ウン ム •クルス ーム という 2 人の 娘を も うけました。 
彼女は 巧言 者 （鑛） の 崩御の 半年 後に 他界して いまた 

が 上の 5 人の子 供たち は、 皆 巧言 者 （幾） にを 示が 下る 前に 誕 
生して いま した。 

も ア プドッ ラー 

彼の 誕生は イ ス ラームが 前 かな 後 だっ たの かには、 諸説 ありま 
す。 彼は ハ ディージ ャ (勝) が 最後に 産んだ 男の子で したが、 やは 
り 夭 巧し ま した。 

7. イプ ラー ヒー ム 

ヒ ジュ ラ 暦 9 年ジュ マーダー- アル = アウ ヮル 月、 あるいは ジ 
ュ マーダー- アル = サーニ ー月に マディーナで 誕生し ました。 母は 
預言者 （幾） の 女中、 マー リヤ •アル = コブ テイ ーヤ です。 ヒジュ 
ラ 暦 10 年 シヤウ ワール 月の 日に 夭折して います。 
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ジヨ ージ* バーナー ド ♦シヨ ーは 言い ま した。 

「彼は 人類の あ 巧者と 呼ぱれ るべき たも し 彼のよう な 人 
物が 現代 世界に おいて 統率 権を 握ったなら ぱ 、彼は 人々 に 
ホ ホされ ている 平 おと 幸福を もたらす ような やり方で、 
数々 の 問題 を 解 巧: した ことだろう。」 （巧 e Genuine Islam , 
Singapore, Vol. 1, No. 8, 193 が 

また 有ぶな 歴史家 ラ マルティーヌ はこう 言って います。 

「成した 事の 偉大 さ、 そこに おける 手段の 小さ さ、 驚異 
的 結果が 人間の 才能の 兰大 基準であるなら、 誰が 近代 歴 
史を通 して ム ハン マ ドが 外の 偉人の 名 を 挙げる こと がで 
きる だろう 力、。 最も 髙 《な 者で も、 せいぜい 兵器 や 法 
律、 帝国な どを 作った だけに 過ぎない。 彼らが 作った の 
は 単なる 物質的な 力で あり、 それは 往 々にして 眼前で 瓦 
解す る こと も ありえる の だ。 ところが この 男 （ム ハン マ 
ド） は、 軍は おろか 法律、 帝国、 民衆、 王朝と いった も 
の だけでなく、 当時 全世界の 人口の 3 分の 1 にあたってい 
た 何百 万と いう 人間を 動かした のた 更に 彼は、 祭な、 
神々、 宗教、 思想、 信仰、 魂と いった ものを も 動かした 
…。 勝利への 彼の 忍耐と 野'。 は 1 つの 帝国を 求めて いた ゆ 
えの ものでは なく、 1 つの 思想 ゆえにの み 捧げられ ていた 
の だ。 彼の 絶えざる 巧り、 巧が 的な 巧との 巧 話、 彼の 死 
とその 死に 対する 勝利な ど、 これら 全ては 彼の 詐欺な ど 
ではなく、 1 つの 教条を 蘇らせる 力を 彼に 与えた ところの 
確固と した 信念を 証明して いる。 そして その 教条とは 2 つ 




mmmmmmmmmmmm 


の ものから なって いた。 つまり 神の 唯一 性と 神の 非 物質 
性で ある。 前者は 巧が 何で あるる \ 後を は 神が 何でない 
かとい うこと を 教えて いる。 また 前者は 剣で 偽の 神々 を 
巧ち 破り、 後者は 言葉を もって 1 つの 考えを 始める という 
ことで も あるの だ。 



弄 是ち琢 家! 

が A*. P— 严 W/A •‘ 卜 ； A 


i ♦♦♦♦> A/ ♦♦♦♦♦ 

m^m 
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哲学を、 弁舌 家、 使徒、 法律家、 兵 ±、 思想の 征服を、 

傾 像 崇拝を が 廃した 理性的 教条の 復興 者、 そして 地球上 
の 20 に 上る 帝国と 1 つの 精神的 帝国の 創設を、 それが ムハ 
ン マドな の だ。 人間の 偉大 さを 推し量る あらゆる 基準を 
見て みても、 彼 ほど 偉大な 人間が 果たしてい るだろう 
ろ^?」 (Lamartine, Histoire de 王 a Turqu 玉 e、 Paris, 
1854. Vol. II, pp. 276 づ 77) 

また マイケル • H • ハー トは 言います。 

「 私が 世界で 最も 影響力の ある 人々 の 筆頭に ムハンマド 
を 挙げれば、 きっと 読を たちは 驚き、 また 疑問に 思い もす 
るだろう。 しかし 彼 ほど 人々 から 熱な 的な 盲従を 受け、 か 
つ聖 俗を 通 じて 成功 したのは、 歴史上 通しても をを しない 
ので ある。」 （M •比 Hart, 化 e 100 • A Ranking of the Most 

In む iwntial Persons in 放 •がり 2* グ， N.Y ., 1978 . p . 3 が 
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預言者 ムハンマド （幾） の 性格と その 使命と 成 巧、 及び 全人 類 
にと っ ての その 意義に ついて 十分に 描写す る こと は殆 ど 不可能で 
す。 彼が 1 人の 卓越した レベルの 人間で ある ことは 疑いの ない 事実 
です が、 私たちに 出来る のは 彼の 重要 かつ 影を 力の ある 側面を 非常 
に 簡潔な 形で 取り上げる 事に 過ぎません。 ゆえに 事実上、 この 小冊 
子はこのテ^マにおける単なる一瞥、 あるいは かいつまみに 過ぎ ま 
せん。 

アツ ラーは、 アツ ラーが 人々 に 選ばれた 教えへ と 彼らを 導く た 
めに 預言を ムハンマド （幾） を 遣わされました。 アツ ラーの 全ての 
預言を たちは、 彼らに 課された 使命を 遂行す るた めに 多く の 困難に 
直面し ました。 ムハンマド （鑛） も その 例外ではありません。 彼は 
了 ツ ラーの 唯一 性へ と 人々 を呼ぴ かける 努力の 上で、 並なら ね 苦難 
に窠 われ ま した。 人々 にがす る 彼の 哀れみと 慈悲の 念、 そ してを 情、 
また 全てに おいて 正義を 貫く か 意と いった 要素は、 何回で も 繰り返 
し 語られるべき でしよう。 それは 預言者 ムハンマド （幾） のぶが 言 
及され るた びに、 これらの ことが 思い起こされる ためにで も 

アツ ラーが こ の 僅かな 努力 に 祝福 を お与えく ださる よう。 そし 
ておの 崇高な 目的に おける 至らな さを お赦 しく ださる よう。 そして 
アツ ラーが、 その 預言を、 その 一族、 その 正しき 教 友たち を 祝福 さ 
れ るよう。 また アツ ラーが 審判の 日、 おたちを 預言者の 旗ので こ 集 
めて 下さいます よう。 アーミン （そうあります ように） ！ 
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